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令和6年 度 事業報告書

藤枝市社会福祉協議会は、住民を主体 とした明るく住みよい社会をつ くるため、

みんなで 「っなが り」地域で 「支 え合 う」まちづ くり～幸せになるまち藤枝～を基

本 とす る 『第5次 藤枝市地域福祉活動計画(令 和4年 度か ら同7年 度までの4力 年

計画)』 の4つ の基本 目標の実現に向けて、次の3っ を重点項 目として取 り組みま し

た。

重点項目① 地域の課題解決に向けた多様な主体 とのネッ トワークに

立脚 した支援体制の強化

重点項目② 誰もが地域で自分らしく生活できるための地域包括支援

体制の強化

重点項目③ 社協の長期的な充実 ・安定に向けた、法人改善計画に基づ

くガバナンスの強化及びICT化 の推進

今年度新たな事業 として地域住民か らの相談 に応 じてい く中で明 らかに

なった地域課題や制度の挟間にある課題に対応す るため、コミュニティソー

シャルワーカー(CSW)を2人 配置 し、既存の福祉サービスだけでは対応困

難な人の個別課題 の解決 とともに、地区特有の課題 に対応できるような地域

づ くりを目指す とともに、地域福祉 ・在宅福祉活動 を展開し、地域住民、行

政、市内の保健 ・福祉 ・医療機関や福祉団体 と連携 し、住民同士で支えあう

地域の しくみづ くりを進めま した。
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交流 とつなが りを深め る地域 づ くり

地域における交流やつなが りを深 めることは、地域 における助 け合い意識の醸成につな

が り、地域共生社会を支える重要な要素 とな ります。学校 との連携や地域におけるセ ミナ

ーの開催、地域福祉に関す る情報発信 を充実することで、地域共生社会に関する意識 を醸

成するとともに、世代間交流 をはじめとする交流機会の提供、地区社協への支援等を通 じ

て、地域におけるふれあいの機会の充実に努めました。

1地 域 共 生 の 意 識 づ く り

(1)住 民 主体 の地 域 福祉 推 進 に向 けた 福 祉 教 育

ア,学 校 に お け る福祉 教 育 の 推 進

(ア)"赤 い羽根"藤 枝 市 福 祉 教 育 実 践 校 事 業

児童 ・生徒 の福祉 への理解 と関心を高め るため、市 内の福祉教育実践校(小 中学校 、高

等学校)と 連携 して、福祉 に関す る講話や 体験学習 な どの福祉教育 の実践 を推進 しま した。

公立小 中学校 ・・27校(市 内全校)

高等学校 ・…4校(藤 枝 北高 、藤枝西高、静清高、藤枝東高)計31校

助成金:18校787,000円(前 年度14校602,000円)

《各実践校の実施状況》

学校名 時期 対象学年 内容等

瀬戸谷小学校 通年
1年

七 夕飾 りづ くりでお年寄 りと交流

瀬戸谷地 区のサ ロンでお年 寄 りと交流

6年 介護士の講話と仕事体験

稲葉小学校 通年

1、2年 老人会 との交流会(グ ランドゴルフ ・昔の遊び)

3、4年 グ リー ン ヒル ズ交流(オ ンライ ン)

5年 高齢者疑似体験

5、6年 友愛訪問

全校生徒
「あ りが とうステー ジ」誰 に どの よ うな感謝 の気持 ち

を表す か話 し合い を行 う

葉梨小学校 通年

5年

ユニバ ーサルデザイ ン探 し、イヤーマ フ ・アイ マス ク

体験 、福祉 のお仕事魅力発 見セ ミナー、車 いすバ スケ

ッ ト体験

6年 キャ リア教育の一環 として様 々な職業を知る

全校生徒
ペア活動、あいさつ運動、ピアサポー ト活動、赤い羽根

共同募金、あいさっふや し隊活動

西北小学校 通年 4年 視覚 障害者疑似体験 、ユニバーサルデザイ ンを知 る
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広幡小学校 10月 ～1月

2年 みんなが使 う場所の工夫

3年 元盲導犬ユーザー との交流

4年 広幡 の防災 にっいて、ユニバ ーサルデザイ ンを学ぶ

5年 SDGsか ら学 ぶ

6年 職業体験学習(介 護福祉士の仕事)

全校生徒 アル ミ缶回収

西益津小学校 通年 5年
アイ マス ク体験 ・視覚障害者 による講話 、車 いす体験 、

車いすユーザーによる講話、ユニバーサルデザイン教室

藤岡小学校 通年 5年
ユニバーサルデザイ ン調べ、聴覚 障害者 の講話 ・体験 、

高齢者疑似体験 、発表

藤枝小学校 通年 4年
SDGsっ て何 だろ う、福祉XOOO　 スポー ツ ・お年寄

りなど福祉に関わる様々なキー ワー ドで調べ学習、発表

藤枝中央小学

校
通年

1年 地域のお年寄りとの交流、幼稚園児との交流

4年

福祉 とは、ユニバーサルデザイ ン調べ 、パ ラスポー ツ

体験、高齢者疑似体験 、視覚障 害者 の講話 ・アイマ ス

ク体験、点字体験

青島小学校 通年 4年
福祉 についての講話 、視覚障害者 に よる講話 、 白杖 ・

アイマス ク体験 、車いす体験、調べ 学習 、発表

青島北小学校 通年
5年 「福 祉 とは」講話

全校生徒 アル ミ缶回収

青島東小学校 通年 4年

福祉 って どん なこ と?、 身の回 りの 「福祉 」を探 して

み よ う、視 覚障害者 の講話 、高齢者 疑似 体験 、調べ学

習 ・発表

高洲小学校 7月 ～3月 全校生徒

毎週金曜 日、朝の15分 をボ ランテ ィアサー ビス活動

として全校児童 と全職員 で校 内の奉仕作業を行 う、ア

ル ミ缶 の回収、車いす体験 ・アイマス ク体験

高洲南小学校 通年 4年

聴覚障害者 の講話 ・体験、肢体 不 自由者の講話 ・車 い

す体験 、聴 覚障害者 の講話 ・手話体験、高齢者 疑似 体

験

大洲小学校 6月 ～1月 4年

パ ラスポー ツ体験、福祉 について講話、藤枝 特別支 援

学校先生 の講話 ・児童 との交流、視覚障害者の講話 ・

体験 、聴覚障害者の講話 ・体験

朝比奈第一

小学校
10月 ～1月 3年

福祉 ってなに?、 点字体験 ・講話 、聴覚障害者 の講話 ・

手話 体験

岡部小学校 7月 ～2月 4年

聴覚 障害者 の講話 ・交流、視覚障 害者の講話 ・交流 ・

白杖 アイ マスク体験、身体障害者 の講話 ・交流 ・体験 、

高齢者 との交流、発表

瀬戸谷中学校 通年
1年 ささゆ りの会(会 食会)訪 問

2年 福祉に関わる職業講話
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葉梨中学校 通年 2年
福祉 にっいて、市や 地域 の取組 について、地域 の高齢

者 にっいて、高齢者疑似体験 、開寿園 との交流

広幡中学校 10月 ～1月

1年 社会福祉士、幼稚園教諭職業講話

2年 介護士職業講話

3年 保 育園児 との交流、高齢者福祉施設 でのボ ランテ ィア

西益津中学校 通年 2年
聴 覚障害者の講話 ・手話体験、車いすバスケ ッ ト体験 、

点字 体験、視 覚障害者 の講話 ・白杖体験

藤枝中学校 通年

3年 乳幼児とのふれあい活動

全校生徒
ユニセ フ募金活動 、赤い羽根 共同募金 、台湾沖地震募

金活動

青島中学校 通年

1年 藤枝市の魅力を発信する企画書を考案しよう」企画作成

2年 防災学習、講話 、実践

全校生徒 赤い羽根 共同募金 、ペ ッ トボ トル キャ ップ回収

青島北中学校 通年

2年
障害、共生社 会へ の理解 を深 める学習、講話、アイマ

ス ク体験、車いす 体験

3年 防災学習 ・講話、防災体験

生徒会 福祉施設訪問、赤い羽根共同募金、地域貢献活動

高洲中学校 7月 ～3月 全校生徒

高洲 小学校 ・高洲南小学校 で朝 のあい さっ運動、オ リ

ンピ ック、パ ラリンピック講話 、非核平和講演会、副

読本 による福祉授業

大洲中学校 通年

1年 障害者雇用について学ぶ、特別支援学校の生徒と交流

2年 世界 の問題 とSDGsに ついて調べ学習 ・発表

3年
「半径3rnの 人 の幸 せの た めに 自分 にで き るこ とは

何 だ ろ う」考察 ・実践 ・発表 、保 育実習

全校生徒
各種 募金 活動 、エ コキ ャップ回収 、落 ち葉清掃、小学

校 で あい さつ運動 、ボ ランテ ィア活動、 アル ミ缶回収

岡部中学校 6月 ～9月

2年 高齢者疑似体験

3年 幼稚園 ・保育園児との交流

全校生徒 古紙 、アル ミ缶回収

藤枝東高校 通年 JRC部
日本 赤十字青少年 メンバー研修 の参加、放課 後デイサ

ー ビス支援
、幼稚 園のボランティア、募金活動

藤枝北高校 通年
1年 保育 ・介護体験

全校生徒 赤い羽根共 同募金活動、献血 ボランテ ィアへの参加

藤枝西高校 通年 家庭部
保育事業(保 育所訪問)、 障害者施設製作物品販売支

援(文 化祭にて)

静清高等学校 通年 文理科
高齢者施設福祉 体験 、障害者 スポー ツ体験、防災HUG

ゲー ム、 高齢者疑似体験 、声掛 けサポー ター養成講座
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(イ)"赤 い羽 根"藤 枝市 福 祉 教 育 実 践 校 連 絡 会

学校 ・地域講師 ・市社協が共通認識 をもって福祉教 育を推進 す るため、福祉 教育実践校 の

福祉教育担 当教員 を対象に した福祉教 育実践校連絡会 を開催 しま した。第1回 は、福祉教 育

とはなにか にっ いて改 めて考 え、併せ て県社協が作成 した副読本の活 用の ヒン トを得 る機会

を設 けま した。第2回 は、市内で活躍す る福祉教育地域講師か ら活動紹介 を行 い、次年度 の

計画に 向けて情報提供 を行 うとともに、一年間の福祉教育 実践 にっ いて振 り返 りを行 いま し

た。

【第1回1

実施 日:令 和6年6月27日

会 場:葉 梨地 区交流セ ンター
も と

内 容;講 話 「福祉教 育はいっ もいつ も索 めて い くもの 相 手 と接す る、 自分 が変わ る、

相手の見方 も変わ る一 少 しず つ変 わる価値観 一」

講 師:地 域福祉研究所 主宰 山本 伸晴 氏

参加者122人(内 訳1教 員22人)

【第2回 】

実施 日:令 和7年2,目28日

会 場:藤 枝地 区交流セ ンター

内 容:福 祉教育地域講師活動紹介

① 災害 ボランテ ィア ・コーデ ィネー ター藤枝(VCF)会 長 村松 みつ江 氏

久保 田 稔 氏

②NPO法 人障害者生活支援セ ンターおの ころ島 秋 山 活三 氏

③地域包括 ケア推進課 医療 ・介護連携係長 吉村 里枝 氏

意見交換 「今年 度の福祉 教育の取組 みにつ いて」(グ ループ ワー ク)

参加者:26名(内 訳:教 員26名)

イ.地 域 講 師 の 活動 支 援

地域 講師が個性 と共通認識 を持 って福祉教育 を進 め られ るよ う、基本的考え方 を学び、情報 交

換 を行 うた めに連絡会 を実施す るとともに、新たな地域講師 の発掘 を行 いま した。

(ア)高 齢 者 疑 似 体験 イ ンス トラク タ ー連 絡 会

高齢者へ の理解 を促 進 し、地域 の高齢者 を支 える環境 を整 える活動 を して いる高齢者疑似

体験 イ ンス トラクター のス キル の維持 、向上 を図 るた め、連絡 会 を開催 しま した。

実施 日:令 和6年5月10日

会 場:福 祉セ ンター きすみれ

内 容:① 意見交換 「イ ンス トラクター として活動 してみて感 じた こと、高齢者疑似体験

授業 内容 の振 り返 り」

②高齢者 疑似体験セ ッ ト装着 実習

参加 者:5人
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(イ)"赤 い 羽根"藤 枝市 福 祉 教 育 地域 講 師 連 絡 会

今 、地域講 師に期待 されて いる役 割 にっいて理解 し、今後 の福祉教育活動 に対す る意識 向

上を 目的に開催 しま した。

実施 日:令 和7年1月23日

会 場:藤 枝地 区交流セ ンター

内 容;講 話 「ふ くしマ ンの福祉 教育」

意見交換(伝 え方 の工夫 、意識 して いる こと等)

講 師:憩 いの家みち 家長 石津 道弘 氏

参加 者:22名(内 訳:地 域講 師22名)

ウ."赤 い羽 根"中 高 生福 祉 体験 事 業(夏 ス ペ ☆THE☆ ふ く し)

中高生の福祉 への理解や 関心 を深 め気づ いたこ と、感 じた ことを 自分 な りに行動 に移せ るよ う

にな ることを 目的 とし、日頃の授 業や部活動 では体験 できない よ うな活動 ・交流を実施 しま した。

今年 度は 「子 育て支援」 をテ ーマ に開催 しま した。

実施 日1① 令和6年8月1日 、②8月2日 、③8月5日 、④8月6目

会 場:① ④青島北地区交流 センター

②③市内9保 育施設

内 容:① 講座 「いのちの話 」

②③保 育実 習(市 内9保 育施設)

④講話 「障害を もつ子 どもとの接 し方」

講 師1① ウィメ ンズケア助 産院midori　 伊藤 み ど り 氏

④藤枝 市 こども発達支援セ ンター 保育士 望月 明奈 氏

参加者:17人

エ."赤 い羽 根"大 人 の た め の福 祉 講 座

日ごろ、福祉 につ いて学ぶ機会が少 ない社会人 を対 象に、一人ひ と りが福祉 につ いて考 える機

会 をつ くることを目的に講座 を実施 しま した。今年度 は福祉 と 「防災」の関わ りに対す る理解 を

深 めるこ とをテーマ としま した。

【第1回 】

実施 日:令 和7年1月29日

会 場:生 涯学習セ ンター

内 容:① 映画上映 「きこえなか った あの 日」

②報告 「きこえない私か らみ なさんへ」

報告者:② 藤 枝 ろ うあ部 水 野 茂 氏

参加者:96人

【第2回 】

実施 日1令 和7年2月22日

会 場:生 涯 学習 セ ンター

内 容:講 演 「被 災時の安 心、被 災後 の安心」

講 師:弁 護 士(防 災士)永 野 海 氏

参加者l　iO8人
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オ.障 害 の あ る人 へ の 理 解 を深 め て い く福 祉 教 育

(ア)"赤 い羽 根"障 害 者 サ ポ ー ター 養 成 講 座

障 害があるために生活 の しづ らさを感 じなが ら生活 を してい る人が、住み慣れ た地域 で安

心 して暮 らせ るよ う、住民の障害に対 す る理解 を深 め、地域で支 え合 う仕組みづ くりを進 め

てい くた めに実施 しま した。

【第1回 】勉 強会

実施 日:令 和7年2月27日

会 場1藤 枝 地区交流セ ンター

内 容;講 話 「障害の特性 を知 りコミュニケー シ ョン方法 を学ぶ」

講 師:地 域活動支援セ ンター りん りん 施設長 児玉 朋 己 氏

参加者:21名

【第2回 】交流会(心 の温暖化計画 と同時開催)

実施 日1令 和7年3月1日

会 場1藤 枝市武道館

内 容:レ ク リエー シ ョンを通 して、障害福祉 サー ビス利用者 と交流

参加者:55名

【第3回 】振 り返 り会

実施 日:令 和7年3月5日

会 場:藤 枝地 区交流セ ンター

内 容:講 話 「障害 をど う捉 えるか」

講 師:特 定非営利 活動法人おの ころ島 理事長 井出 一史 氏

参加者:12名

(イ)心 の 温 暖 化 計 画 ～ 交 流 会 だ よ全 員 集 合!!

障害に対す る理解 を深 め、誰 もが暮 らしやすい地域づ くりを進 めるこ とを 目的に、障害福

祉サー ビス利用者 と住民 との交流会を実施 しま した。(障 害者サ ポー ター養成講座 と同時実

施)

実施 日;令 和7年3月1日

会 場;藤 枝市武道館

内 容:事 業所紹介 、グループで 自己紹介 タイム、ゲームで交流、輸投げ大会 、

お茶菓子 を食べ なが ら歓談 等

参加者;55人(障 害福祉 サー ビス利 用者 、障害関係 の 自主 グル ープ、地域住民等)

(2)住 民参 加に よる生活支援
おおえんたい

ア.生 活 サ ポ ー トサ ー ビス 「キ ー 坊 大 縁 隊 」

支 え合 う地域 づ くりを推進す るため、サポー トを必要 とす る人に、地域 住民が清掃や ごみ出

し、草取 りな どの支援 を行 う、住 民相互で支 え合 う会員制 の生活サ ポー トサー ビス 「キー坊大

縁隊」 による生活 支援 を行 いま した。
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《登 録 状 況》・ ・ ・ … 利 用 会 員31人/サ ポー ター36人

(前 年 度 利 用 会 員33人/サ ポ ー ター35人)

《主 な サ ー ビス 内 容 》・ ・ 利 用 者 宅 の 日常 的 な清 掃 、 草 取 り、 ゴ ミ出 し、 話 し相 手 等

依頼件数 実施延べ件数 実働延べ時間 利用会員実人数 サポーター活動実人員

4月 28 30 26 10 11

5月 30 30 24 9 10

6月 26 26 20 11 12

7月 23 23 17 11 9

8,月 22 22 18 8 9

9月 24 24 20 9 9

10月 29 29 27 13 13

11月 23 23 18 10 9

12月 30 34 25 11 11

1月 31 35 21 12 9

2月 26 30 15 7 7

3月 25 25 18 10 7

計 317件 331件 249時 間 / /
前年度 476件 516件 326時 間 / /

(3)地 域 福 祉 活 動 に 関 す る情 報 発 信

ア,広 報 ・啓 発 事 業

(ア)社 協 だ よ り

本 会 の 事 業 を広 く地域 住 民 に伝 え る た め 、 「ふ じえ だ社 協 だ よ り」N・.234、No.235、N・.236、

N・.237を 発 行 し、 市 内全 戸(約53,700世 帯)に 配 付 し広報 、啓 発 を行 い ま した。

(イ)ホ ー ム ペー ジ の 管理 、 プ レス リ リー ス

ホー ムペー ジの随 時更新や プ レス リリース の送付 な ど情報発信 を行 いま した。

(ウ)声 の 広 報 ・点 字 の 広 報発 行 事 業(一 部 市 委 託 事 業)

視覚 に障害 のあ る人の情報保障や社会参加促進 を図 るた め、ボランテ ィア団体 の協力 を得

て 「ふ じえだ社協 だ よ り」 「広 報ふ じえだ」 「藤枝市議会 だ よ り」 の声 の広報及び 点字 の広報

を作成 し配付 しま した。

a.声 の広報 作成事業(ふ じえだ社協だ よ り4回 、市広報24回 、市議 会だ よ り4回)

協力 団体:サ ー クルふ じ

発行 部数116部(14部 を利用者 に送付、2公 共施設 に1部 ずっ送付)

利用 者数:14人
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b,点 字広報作 成事 業(ふ じえだ社 協だ よ り4回 、市広報24回 、市議会 だ よ り4回)

協力 団体:ピ ッコラ、点訳サー クルひ まわ り

発行部数:5部(2部 を利用者 に送付、3公 共施 設に1部 ずつ送付)

利用者数:2人

(エ)市 社 協 公 式LINE、 　Facebookを 利 用 した 情 報 発 信

必要 な情報 を リアル タイム に住民 に届 けるた め、　LINEと 　Facebookを 活用 した情 報発信 を

行 いま した。

LINE Facebook

令和5年 度末総登録者数 246 270

令和6年 度末総登録者数 284 295

(オ)ふ れ あ いまつ りでの社協 活動PR

各地 区で関係 されたふれ あいまつ りに、市社協ブースを設け、市社協で行ってい

る事業のPRや 、福祉 活動の広報 ・啓発 を行 いま した。

イ.藤 枝市 健 康福 祉 大会 の 開催

広 く住民 に健康 ・福祉 の啓発 を行 うた め、市 と共催 で藤枝市健康福祉大会 を開催 し、その中で

市社協会 長表彰 を行 いま した。 そ のほか、 ステ ー ジ上で 中学 生 による福祉教 育 に関す る活動報

告 ・障害者 に よるダンスの披露等 を行 い、展 示 ・物品販 売 ブースでは福祉施設や福祉 団体 の活動

PR・ 物 品販売 を行 いま した。 同時に地 域の活力向上な どに取 り組 んだ75歳 以上 を対象 に表彰す

る市の 「元気 はつ らつ シニア大賞」の授 与 も行われ ま した。

開催 日:令 和6年9月28日

会 場:藤 枝 市民会館

内 容:表 彰 、ステー ジ発表(西 益津 中学校 、社会福祉 法人ハルモニア)

ロビーにて展示 ・物 品販売 ブー スの開設

参加者:約430人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

小 中高校 の福祉 教育担 当教員 に対 し、福 祉教育 とは何か を改 めて考 える機会 を提 供す る ととも

に、副読本の活用 法の紹介 に よ り授業 の組 み立ての参考 を示す ことが できま した。

また、地域講師 に向 けて 、「伝 える」 とい うことに主眼 を置 き、 日頃の活動 を振 り返 るき っかけ

を作 ることができ ま した。

併せて、中高生 に向けて保 育を通 して乳幼 児 とのふれ あい、交流や講師 の講話 か ら、 自らの命の

尊 さを感 じ、これ まで支 えて きて くれた人 々へ の感 謝の気持 ちと、これ か ら大人 になってい く自分

た ちの未来 を考 える機会 とす ることができま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆◇

福 祉教育 を推進 す るにあた り、一 人で も多 くの方に参加 していただ くため、時期、内容、広報等

を考慮 して効果的 な企画 を立てる ことが課題 となっています。体験授業の単発 的な支援 でな く、年



間 を通 した支援 を行 うことで学 びの深 い福祉教育 となるよ うに、年度 当初 か ら学校 と連携 し、情報

提供 、広報活動 を行 う環境 を整 えて い くこ とが求め られ ます。

健康福祉 大会 にっいては、来場者 が福祉 関係者や表彰 関係者 が多 く、よ り幅広い年齢 層の方に来

場 していただ くために、魅力 ある大会 内容 に してい くこ とが課 題 となってい ます。、

キー坊 大縁隊にっいては、地域 のボランテ ィア活動 の活性化や、行政の制度拡充に よ り、依頼件

数や 時間が減少 しま した。今後 の在 り方 、地域 のボランテ ィア団体や行政 との相互連携 を し、団体

や行政 で対応 しきれ ない内容へ の支援が求 め られています。

2ふ れ あ い を深 め る地 域 づ く り

(1)ふ れ あ いの 場 ・居 場 所 づ く りの推 進

ア.ふ れ あ いサ ロ ン

住み慣れた地域で 日常的に集 ま り、楽 しめ る居場所 づ くりを推進す るため、地区社協及 び福祉

団体 な ど地域 のボ ランテ ィアが運営す るふれ あいサ ロンへ助成 を行 うとともに、新規 のサ ロンの

立上 げや、運営 に関す る支援 を行 いま した。

登 録人数:会 員1,842人 、ボ ランテ ィア962人(前 年度 会員1,813人/ボ ランティア995人)

内 容1各 種講話、健康体操 、 レク リエー シ ョン等

実 施:76カ 所(高 齢者73、 子育て3)

《高 齢者 サ ロン》

実施地区1サ ・ン数1前 年度塒 対象地域

瀬戸谷 3 0 市 之瀬 、中里、滝 ノ谷

稲 葉 3 0 堀 之内、谷稲葉 、助宗

葉 梨 9 0
白藤 、第2自 治 会 、 上 藪 田、 下藪 田 、 高 田 、清 里 、 時 ヶ

谷 第1、 時 ケ谷 第2・4、 時 ケ谷 第3

広 幡 8 0 水 守 、 八 幡 、 鬼 島、 上 当間 、 下 当間 、 仮宿 、潮 、横 内

西益津 10 0
郡2、 長 楽 寺2、 田 中3、 益 津下 、平 島第1、 平 島第2(2

か 所)、 平 島第3、 平 島 第4、 稲川

藤 枝 9 +1
原 、木 町 、 市 部 、藤 岡 、 五 十海 、 千 歳 、藤 岡4、 本 町 、

岡 出 山

青 島 10 一1
田沼 南 、 メ ゾ ン グ ラ ン ツ藤 枝 、駿 河 台 、志 太 、 芙蓉 台 、

追 分 西 、 青 南 町 、 瀬 古1・2、 瀬 古3、 青 島 第4自 治会

高 洲 9 +1
高柳仁平、高柳切島、兵太夫中、兵 太夫上1～4、 兵太夫

上第5、 与左衛 門(2カ 所)、 大新 島 、築地

大 洲 4 0 大東町、弥左 衛門、泉町、忠兵衛

岡 部 7 一1
第2自 治 会(旧 第2)、 第4自 治 会 、第5自 治 会 、村 良 、

横 添 、 旭 ヶ丘 、本 郷

市全域 1 0

計 73 ±0

助 成 金:73サ ロ ン 中66サ ロ ン/計4,004,000円

(前 年 度73サ ロ ン 中65サ ロ ン/計3,944,000円)
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<<子育 てサ ロン》

実施地区 巨 ・ン剛 前鞭 比1対 象地域

青 島 2 0 田沼南他 、前 島

藤 枝 1 0 藤枝地区全域

計 3 ±0

助 成 金:3サ ロ ン/計270,000円(前 年 度3サ ロ ン/計252,000円)

イ.お いで

年齢や 障害 の有無 に関わ らず、いつで も誰 でも気軽に立 ち寄れ 自由に過 ごす こ とがで きる地域

の居 場所づ くりを促進す るた め、地域 のお いで事業 を行 う団体 に対 し助成 を行 うとともに情報提

供等の支援 を行い ま した。

実 施:5カ 所

実施地区1数1前 年度比1名 称

藤 枝 1 0 おはなし長屋

青 島 2 0 くつ ろぎカ フェ かい らハ ウス 、ほ っとな居場 所 輪笑

高 洲 2 0 古民家カ フェ ぶ ら り、 よって こ高洲

計 5 0

助 成 金:1団 体/計100,000円(前 年 度1団 体/計100,000円)

ウ.誰 もが 集 え る居 場 所(地 域 の 居 場 所)

地域 の居場 所づ く りを促進す るため、特定の者 を対象 とせず 、月 に1回 以上、地域住 民に対 し

て開かれ て運営 してい る団体 に対 して活動 費の助成 を行 うとともに情報 提供等 の支援 を行 いま

した。

実 施:12カ 所

実施地区1数 睡 度比1名 称

稲 葉 1 +1 わ くわ くラン ドい なば

葉 梨 1 o はな しカフェ下薮 田

広 幡 1 0 ほっ とな居場所お ん じま

西益津 1 0 西益津 いきいきラン ド

藤 枝 2 0 子 どもの本 ま り一文庫、ま めっ隊高齢者居場所活動原 っPA

青 島 4 0
田沼支 え愛 の会 しゃべ りばアイ ビー、健康遊々デー、

縁 が輪 、こ どもの フ リースペー スぴ ょんた ろ う

大 洲 1 0 おいで おおす

岡 部 1 +1 三輸向原たのしい会

計 12 +2

助成金;7団 体/計294,000円(前 年度2団 体/計60,000円)
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エ.ふ れ あ い会 食 会

地域 の人 との交流や介護予防 のため、一人暮 らし高齢者 と一 人暮 らし高齢者 に準ず る人 を対象

に、各地 区で 自治会や民生委員 ・児童委員 、ボ ランテ ィアの運 営に よ り月一回程度 開催 され るふ

れ あい会食会 へ助成 を行 うとともに、ボランテ ィア の負担軽減 のた め申請書 の書式の一部変更 と

周知 を行 いま した。

実施地 区:瀬 戸谷 、葉 梨、広幡、西益津、藤枝 、高洲、大 洲、岡部

登録人数:会 員189人 、ボランティア175人(前 年度 会 員166人 、ボ ランテ ィア93人)

内 容:会 食 、各種講話 、健康体操 、 レク リエー シ ョン等

助 成 金:8団 体/計1,032,700円(前 年度7団 体/計939,500円)

オ.障 害のある人等を対象にしたタ方以降の居場所 駆

(ア)"赤 い羽 根"夕 焼 けサ ロン

障害 のある人 が通所施設等か ら帰宅後に家庭 以外 の場で社会 とっなが りを作 るこ とが で

きる場 をつ くるため、夕方 以降の居場所 と して 「夕焼 けサ ロン」を開催 しま した。サ ロンで

は、参加者 はお茶 やゲームで楽 しむ他 、提供す る食事 の調理 に も参加 してい ます。

実施 日1① 令和6年5月17日 、②7月19日 、③9月20日 、④11月15ff、 ⑤12月25日

⑥令和7年IA17日 、⑦3月21日

会 場:① ②③④⑥⑦福祉 セ ンター きすみれ、⑤ ポ ップ ライ フ

参加者;①22人 、②24人 、③27人 、④23人 、⑤23人 、⑥25人 、⑦28人

カ.子 ども食堂支援事業

子どもへの食事の提供や孤食の解消のため、子ども食堂実施団体の情報収集を行うとともに、

寄附や助成金に関する情報提供などの支援を行いました。

藤枝市内の実施団体:6団 体(前 年度比+1)

キ.そ の他

(ア)子 育 てサ ロ ン連 絡 会

子育てサ ロンを実施 してい るボ ランテ ィアを対 象に、他 地区の子育 てサ ロンの活動紹 介、

各サ ロンの活動報告 によ り、情報共有 を行 い、安定 した活動 につ なが るこ とを 目的 に開催 し

ま した。

実施 日:令 和7年2月4日

会 場:青 島南地 区交流セ ンター

内 容:島 田市の子育てサ ロン団体(赤 ちゃんあい愛サnン)の 活動紹介

情報交換

参加者;5名
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(2)地 区社協への支援

ア.地 区社協活動への助成

(ア)地 区社協運営助成金及 び地 区社協地域福祉活動事業助成金

住民主体の地域福祉活動を推進するため、各地区社協へ運営費及び各種事業に対する事業

費の助成を行いました。

《助成詳細》0は 前年度

1助 成の区分1対 象 「 助成支払合言纈

地区社会福祉協議会運営助成金 10地 区 5,140,850円

(5,052,930円)

幅 祉推進事業 10地 区 1,363,000円

地域福祉活動事業

助成金

1

地域福祉懇談会 8地 区 145,000円

ふれ あいまっ り 10地 区 1,100,000円

実行組織をっなぐ事業 3地 区 80,000円

実行組織活動支援 10地 区19団 体 556,000円

計
3,244,000円

(3,009,000円)

《各地区の福祉推進事業》

地 区1福 祉推進事業

瀬戸谷 ①ジュニア福祉委員活動 ②広報紙の発行 ③三世代交流活動

稲 葉
①ジュニア福祉委員活動 ②広報紙の発行 ③三世代グラウンドゴルフ大会

④福祉講演会

葉 梨 ①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③三世代交流グラウンドゴルフ大会

広 幡
①広報紙の発行 ②三世代交流輪投げ大会 ③住民福祉講座

④子ども福祉体験講座

西益津 ①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③三世代歩け歩け運動 ④住民福祉講座

藤 枝
①福祉講演会 ②広報紙の発行 ③ふれあいスポーツ大会 ④三世代交流親子ふ

れあい教室 ⑤中学生と幼児のふれあい体験講座

青 島
①老人憲章事業(小 中学生作文 ・絵手紙)② 老人憲章事業(米 寿の方への絵手紙)

③広報紙の発行 ④2024健 康 ウォーキング大会

高 洲
①広報紙の発行 ②住民福祉講座 ③防災研修会 ④子ども福祉講座 ⑤三世代

ふれあいイベント交流

大 洲

①ジュニア福祉交流会活動 ②大人のためのボランティア講座 ③中学生ボラン

ティア講座 ④広報紙の発行 ⑤大洲ふれあい健康ウォーキング ⑥大洲ふれあ

いスポーツの集い

岡 部 ①広報紙の発行 ②子ども福祉講座 ③住民福祉講座 ④友愛訪問事業
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イ,地 区社協活動の体制強化支援 匡画

地区社 協の活性 化 を図 るため、1年 を通 じて役員会 、専門部 会、企画 委員会ヘ オブザーバー

と して出席 、地域福祉 懇談会開催 に向 けての打合せ 、グル ープ ワー クの進行や情報共有のため

の話題 提供 ・現状報告、新 しい事業の実施 に向けた調整等 を行 いま した。

(ア)「 企 画 委 員 会機 能 」 の 強 化 支 援

各地 区社協 で開催 された企画委員会 に出席 し、地域 が抱 える課題解 決 に向けた話 し合 い等

を活発 に行 えるよ う、運 営のサポー トを行 いま した。また、企画委員会セ ミナーでは企 画委

員 の役割 を確認 し、地域課題 に触れ、地 区社協活動 が もた らす効果 を共有 しま した。

《企 画委員会 セ ミナー》

実施 日:令 和6年9月4日

会 場:藤 枝地 区交流セ ンター

内 容;企 画委員会の役割 について

DVD　「カ ンパ ニ ュラの夢」 を活用 した学習会 の手 法を学ぶ

講 師:(公 財)兵 庫県人権啓発 協会 古 田 圭策 氏

参加者;43人

《地 区社協全体連 絡会》

【第1回 】

実施 日:令 和6年4月19日

会 場;BiViキ ャン

内 容:① 講 演 「地区社協はなぜ必要 なのか?」

②令 和4年 度～令 和7年 度行動 目標 ・行動方針 の概要 にっいて

③令 和6年 度 の地 区社協への支援 につ いて

講 師;① 藤枝 市社 協地域福祉 ア ドバ イザー 西尾 敦史 氏

参加者:56人

1第2回 】

実施 日1令 和7年3月7日

会 場:生 涯 学習 センター

内 容:各 地 区の今年度 の取組み報告

講 師:藤 枝 市社 協地域福祉 ア ドバイ ザー 西尾 敦史 氏

参加者;42人

《地 区社 協事務 局連 絡会 》

実施 日;令 和6年5月16日

会 場1福 祉セ ンター きすみれ

内 容1地 区社協 にっいて

行動 目標 ・行動 方針 の策 定について

令和6年 度の地区社 協関係 の助成金 ついて

参加 者l　l2人
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(イ)各 地 区 社協 の 行動 目標 ・行 動 方 針 の 周 知 、進 行 管理 支 援

各 地区社協 が策定 した行動 目標 ・行動方針 を意識 して活動 に取 り組 んでい ただ けるよ う、

会議等で助言 を行い ま した。 また、地区社協事 業 に限 らず、様 々な地域住 民の集 まる場で

行動 目標 ・行動方針 にっいての周知 を しま した。

併せ て、令和8年 度 か らの行動 目標 ・行動方針 の策定 に向 けて、課題 の抽 出等 の準備 を

促 しま した。

ウ.地 域 福 祉 ア ドバ イザ ー

地域福祉 を効果的 に推進す るた め、令 和6年4月 か ら愛知東 邦大学教授 西尾 敦史 氏を地域

福祉 ア ドバイザー に委嘱 しま した。ア ドバイザーか ら本会の地区担 当職員 が地 区社協活動 を支援

す る上 での困 りご とや悩み ご とについて、相談会や 電話相談に よ り解決 に向けた助言 を受 けま し

た。

《地区担 当者相談会 》

実施 日:① 令和6年8月19日 、②11月8日 、③令和7年3月7日

会 場:① ②福祉セ ンター きす みれ 、③生涯 学習セ ンター

エ.コ ミュニ テ ィ ソー シ ャル ワー カ ー の 配 置 【新 】

複雑化 したニーズがあって も必 要な支援 の手が届 いていない人に対 し、信頼関係 の構築や必 要

な支援 との繋が りづ く りがで きるよ う、コ ミュニテ ィソーシ ャル ワーカー を2名 配置 し、訪問や

面談 を実施 しま した。また、地域 の中で繋 が りを持 ちなが らそ の人 らしい生活が実現 でき るよ う、

既存 の社会資源の拡充や 新たな社会 資源 の開発を行 うため、各種相 談機 関が主催す る社会資源 の

把握や地域の福祉課題に関す る会議 に出席 しました。

＼ 4 5 6 7 8 9
1

10 11 12 112 3 計

相談件数 1 8 15 8 23 16 17 16 12 19 11 10 156件

地域づくりに

向けた支援
31 45 32 31 32 32 26 20 29 27 40 33 378件

(3)"赤 い羽 根"地 域 福 祉 講 演 会

実施 日:令 和6年6月19日

会 場:生 涯 学習 センター

内 容;講 演 「平時か らの地域のつなが りの大切さを考えよう～能登半島地震から見えた課題～」

講 師:長 野県社会福祉協議会 まちづ く りボランテ ィアセ ンター 山崎 博之 氏

参加者:112人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

昨年 よ り新 たに取 り組んでい る夕方以降の居場所は、今年度 よ り隔月開催 とな り、多 くの人の参

加 が得 られ ま した。ボランテ ィアや 野菜の寄附等、協力者 も増 え、社会 との繋が りづ く りの一つの

場 となっています。

地 区社協 は、コロナ禍 前の動 きを取 り戻 してきてお り、ふれ あい事業や手助 け事業等について検

討 して いる地 区 も増 えて きています。地域 の実情 に合 った事業展 開が できるよ う、他地 区の活動 に
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っ いての情 報提 供等 を行 い、立 ち上 げに向 けた支援 を実施 し、今年度新 たに5ヵ 所の通いの場が誕

生 しま した。

ふれ あいサ ロンやふれ あい会食会 に関 しては、ボラ ンテ ィアや会員 に向け聞き取 りを行 い、活動

状 況把握や 悩み ごとの相談 、資金面の支援 として助成金情報 の案 内等 を行 いま した。高齢者 サ ロン

の総数 に変 化はあ りませ んが、サUン が増 える地区があ る一方 で減少 している地 区 もあるた め、減

少 してい る地区にっいては、今 後の動 向を特 に注視 して いきます。

また、居場所 におい ても、稲葉地 区や西益津地 区に ある既 存の居場 所の活動活性化や稲 葉地 区 ・

葉梨地 区 ・青 島地 区 ・岡部地 区の新 たな居場所創 設 に向けた支援 を行 い、地域の交流の場 を増やす

ことができま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

ふれ あいサ ロンやふれ あい会食会 に限 らず、活動の担 い手問題や ボ ランテ ィアの高齢 化等 の問題

が あ り、ボラ ンテ ィア活動や社会貢献活動においてひ とりで複数 の活動 を行 っている方 が多 いのが

現状 です。 また、ボランテ ィアの高齢化、減少(新 規 ボランテ ィアの加入が少 ない)に よる活動 の

負担感 の増加 は、引き続 き問題意識 を持っ必要が あ ります。今後 は、時代に合 ったボ ランテ ィアの

あ り方 の検討 が必要です。

また、サ ロンや会食会 の利 用者 の中には、コロナ禍 によ り起 こった高齢者 の引 きこも りが結果 的

に要介護 につ ながってい る状況 もあるこ とか ら、今後 の介護 予防対策 に ど う活 か してい けるのか新

た な通 いの場 の創設や発想 、取 り組みが必要です。

夕方 以降 の居場所 におい ては、需要 があ り協力 者 もいる ことで事業 をすす める確認 がで きま し

た。 しか し、会場 までの交通手段が ないとい う意見 もあるため、移動手 段の確保 あ るいは他 の場所

で の開催 についての検討が必要 です。

地域課題や活動 にっ いて もっ とた くさんの人 に知 って もらい、協力者 を増や してい くた め、どの

よ うな周知 と啓発が効果的か検討 してい くことも今後 の課題です。
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安心 して地域 で暮 らせ るまちづ くり

年齢や障害の有無にかかわらず誰 もが安心 して地域で自分 らしい暮 らしを実現す ること

は、地域福祉の根幹 とな ります。地域における見守 り活動や地域課題の早期発見 ・早期解

決が可能な地域づ くりを進めるとともに、緊急時や発災時に安心 して過 ごすための防犯 ・

防災対策や、年齢や性別、身体の状況にかかわらず快適に暮 らすための環境整備 を進 めま

した。また、誰 もが 自分 らしく活躍できるまちづくりを進 めるために、市民の権利が守 ら

れるまちづ くりを推進 しま した。

1孤 立 させ ない地域 づ くり

(1)ふ れ あ いの場 ・居場所 づ くりの推進 【再掲】

2防 犯 ・防 災 の 地域 づ く り

(1)災 害 ボ ラ ンテ ィア の 活 動 支 援

ア.災 害 ボ ラ ンテ ィア ・コー デ ィネ ー ター の 養 成

藤枝市が設置する 「藤枝 市災害ボランテ ィアセンター」の役割 と立上げ過程、運営方法(ICTの

活用を含む)に ついて理解 し、市内外か らかけっ ける災害ボランテ ィア希望者 と被 災した地域住民

をつなぐ(コ ーデ ィネー トす る)役 割を担 うコーディネーター を養成す ることを 目的に全国社会福

祉協議会、全国ボランティア ・市民活動復興セ ンター作成の 「市区町村災害ボランティアセンター

運営者研修」のプ ログラムを活用 し、実施 しま した。

《災害ボランティアコーデ ィネーター養成講座》(全2回)

【1回 目】

実施 日:令 和6年10月6日

会 場:藤 枝地区交流センター

内 容:藤 枝市の被害想 定、災害に関す る基礎知識 、避難所の運営について 等

講 師:藤 枝市大規模災害対策課 主幹兼危機政策担 当係長 仁科 敬義 氏

協 力:VCF　 (災害ボランティア ・コーデ ィネーター藤枝)

参加者:22人

【2回則

実施 日:令 和6年10月12日

会 場:藤 枝地区交流セ ンター

内 容:災 害ボランテ ィアセ ンターの基礎知識、被 災者の置かれている状況の理解、

災害ボランテ ィア運営模擬訓練

講 師:富 士市社会福祉 協議会 加藤 慎也 氏

協 力:VCF　 (災害ボランティア ・コーディネーター藤枝)

参加者:22人
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イ.　VCF　 (災 害 ボ ラ ンテ ィ ア ・コー デ ィ ネー ター 藤 枝)へ の支 援

有事 の際、円滑に災 害ボラ ンテ ィアセ ンターを運営す るた め、VCF(災 害ボ ランテ ィア ・

コーデ ィネー ター藤 枝)の 定例会 に出席 し、連携強化 や情報 共有 を行 いま した。

出席回数:12回(う ち、総会1回)

(2)[CT(情 報 通 信 技 術)を 活 用 した 災害 ボ ランテ ィアセ ンターの機 能 強 化 に 向 けた 整 備

ア,藤 枝 市 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ン ター の 運 営

(ア)ICTを 活 用 した 運 営 訓 練

「藤枝市災害ボ ランティアセ ンター」の役割 と立 ち上げ過程 、運営 方法(ICTの 活用 方

法 を含 む)に っ いて理解 し、円滑かつ効果的 に運営す るため、瀬 戸谷 地 区社会福祉協議会 、

瀬 戸谷 地区 自主防 災会 と共催 で災害 ボランティアセ ンター運営訓練 を実施 しま した。昨年度

に引き続 き、 自らSOSを 出 しに くい世帯 な どの事例 をも とに、 困 りご とを どう把握 しどの

よ うに支援へっ ないでい くかを考 えるためのワー クを取 り入れ実施 しま した。

実施 日:令 和7年2月1日

会 場:藤 の瀬会館

参加者:101人

(瀬戸谷地 区社協 、　VCF、 深谷市社 協、白山市社協(ZOOM参 加)、 菊川市社協、静 岡県社

協、藤枝 ライオ ンズ、協力雇用 主協会 、藤枝 市、安心す こやかセ ンター 他)

イ.災 害 ボ ラ ンテ ィア 活 用 機 材 の 整 備

災 害発 生時に円滑 に災 害ボランテ ィアセ ンター が運営で きるよ う、　VCFの 協力の もと、各倉

庫 にある災害 ボランテ ィア活動 で活用す る資機材 の点検 を行 いま した。

点 検 日:① 令和6年11月18日 、②12月23日 、③12月24日 、④12月25日

倉庫場所:① 文化セ ンター、② 亀寿の郷、③ふ じ トピア、④ 愛華の郷

ウ.藤 枝 市 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ン ター 運 営 連 絡 会

災害 ボランテ ィアセ ンター の開設及び運営 を円滑に行 うため、災害ボ ランティアセ ンター運

営連絡会 を開催 し、 関係 機 関 と情報共有 を行いま した。

実施Hl令 和6年6月3日

会 場1市 役所 大会 議室

内 容:今 後の災害ボ ランテ ィアセ ンター開設 条件等 にっ いて

関係機関:市 大規模災 害対 策課、市介護福祉課

(3)周 辺 市 町 との 連携 の 強 化

ア,災 害 広 域 連 携 推 進 事 業

発災 時に近 隣4市1町 社協 間で災害ボラ ンテ ィアセ ンター運営 に関 して相互支援がで きる関係

を築 くため、情報交換や研修会 を しま した。

《打合せ 》

実施 日:令 和6年5月14日 、8月30日 、9月27日 、11月6日 、令和7年1月8日 、

1月27日 、3,月18日 　(ZOOM開 催)

内 容1研 修会打合せ 、振 り返 り、情報 交換 他
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《技術系 災害 ボランテ ィアか ら学ぶ研修会 》

実施 日:令 和6年10月10日

会 場:生 涯学習セ ンター

内 容:① 講義 「被災者支援制度 にっ いて」

② しそ～かまめっ隊の活動報告

③ 実技 「床下 ・壁 の対応 にっ いて」

講 師:① 災害対応NPO　 MFP　 代表 松 山 文紀 氏

② しそ～ かまめっ隊 代表 千代 幸嗣 氏

③ 災害対応NPO　 MFP　 代表 松 山 文紀 氏

参加者:20名(静 岡県社協、焼津市社協、島 田市社協、藤枝 市社 協、牧之原 市社 協)

《災害研修会 「生活復興セ ンター ・ささえあいセ ンターを学ぶ」 》

実施 日:令 和7年2月18日

会 場:焼 津市総合福 祉会館(会 場、オ ンライ ン)

内 容:① 基調講演 「生活復興セ ンター ・ささえあいセ ンターの役割」

②熱海市 ささえ逢 いセ ンター活動報告

講 師:①officeSONOZAKI　 代表 園崎 秀治 氏

②熱海市社会福祉協 議会 前川 美奈子 氏

参加 者:70名(焼 津市社協 、島 田市社 協、藤枝市社協、牧 之原市社協 、吉 田町社協、川根本町

社協)

(4)そ の 他

ア.能 登 町 災 害 ボ ラ ンテ ィア セ ンター 応 援 派 遣

令和6年1月1日 に発 生 した能登半 島地震 に対 し、 「関東 甲信越静 ブロ ック都県指定都市社

会福祉 協議 会災害時の相互支 援に関す る協定 」に基づ き、能登町 災害ボ ランテ ィアセ ンター の

運営全般 を行 うため、職員2人 を派遣 しま した。

派遣 日:① 令 和6年5月23日 ～29日 ②7H22日 ～28日

派遣先:① 能登サテ ライ ト ②能登サテ ライ ト、柳 田サテ ライ ト

イ,地 域 防 災 連 絡 会 へ の 出 席

各地 区で実施 され る地域防 災連絡会 に出席 し、発災時 には、災害ボ ランテ ィアセ ンターが立

ち上が ること、市社協 が災害 ボ ランテ ィアセ ンター を運営す る等の情報提 供 を行 い ま した。

出席 日:① 令和6年6月4日 、②6月12日 、③6月13日 、④6月15日 、⑤6月18日 、

⑥6月19日 、⑦6月20日 、⑧6H21日 、⑨6月22日 、⑩6A25日 、⑪6月27日

会 場:① 稲葉地区交流センター ②大洲地区交流センター ③青島南地区交流センター

④青島北地区交流センター ⑤瀬戸谷地区交流センター ⑥藤枝地区交流センター

⑦葉梨地区交流センター ⑧広幡地区交流センター ⑨高洲地区交流センター

⑩岡部支所分館 ⑪西益津地区交流センター
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◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

能 登半島地震 で被 害のあった能登町に職員2人 を派遣 し、能登 町災害ボ ランテイ アセ ンター運営

の支援 を行 いま した。実際 の活動経験 と、令和4年 の台風15号 による大雨災害 による本 市の災害

ボ ランテ ィアセ ンター 立上 げの実績 を踏 まえ、関係機 関等 とセ ンター の在 り方 につ いて協議 を重

ね、2月 に運 営訓練を実施 しま した.運 営訓練 を通 じて、他市 町社協や協定先 といった運営側 との

情報 共有や 、参加者 が感 じた 困 りごと等 を収集す るこ とがで きま した。

また、今年度 は初 めての試 み として全地 区の地域 防災連絡会 に出席 し、災害ボ ランテ ィアセ ンタ

一の周知 をす ることができま した
。各 地区の参加者 の中には災害 ボ ランテ ィアセ ンターの ことを知

らない人 も多 く、セ ンター の周知 と市社協 の役割 につ いて伝 えるこ とがで きま した。

◇ ◆◇ 課 題◇ ◆ ◇

災 害が起 こった場合 、市 だけでな く企業や協力 して くれ る団体 とどの よ うに連携 をしてい くのか

を引き続 き検討 してい くほか 、平 時か らの顔 の見 える関係づ くりの構築が必 要です。

3人 にや さしいまちづ くり

(1)権 利擁護 の推進

ア.成 年後見支援セ ンター事業(市 委託事業)

(ア)成 年後見支援セ ンター相談等

判断能力が不十分な人の財産や権利を保護するため、市から委託を受け、福祉センターきす

みれ内に成年後見支援センターを設置し、成年後見制度に関する相談や制度の周知、申立支援

等を行いました。このうち、内容が特に複雑な案件にっいては、月1回 の司法書士による権利

擁護相談にっなげました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

相談件数 30 34 22 37 29 48 35 34 25 30 30 29 383件 218件
一

1司法書士相綱
0 0 4 1 1 2 2 2 0 2 4 1 19件 12件

a.権 利擁 護 ・制 度理 解 促 進

(a)住 民 向 け権 利 擁 護 啓 発 事 業(市 委 託 事 業)

権利 擁護 に対す る理解 を深め、成年後見制度 な ど必要 な制度 の活用 につ なげてい くた

め、住 民向けの講演 会 と映画 上映会 を同 日に行い ま した。

実施 日:令 和6年10A18日

会 場1生 涯 学習セ ンター

内 容;① 講話 「成年後見制度 について」

②映画 「お終活」

講 師:① 公益社 団法人 成年後 見セ ンター リーガルサ ポー ト静 岡支部

司法書 士 青 島 英一郎氏

参加者:94人
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(b)医 療 ・介護従事者 向け権 利擁護 啓発研修(市 委託 事業)

介護 ・医療従事者が成年後見制度に関する知識を身に付け、必要に応じて適切な機関へ

つなぐ事ができるよう、介護 ・医療従事者へ向けた成年後見制度に関する研修を行いまし

たP

実施 日:令 和7年IH14日

会 場:藤 枝地区交流センター

内 容:「成年後見制度の基礎」

講 師1認 定社会福祉士 古井 慶治氏

参加者130人

(c)成 年後見制度入門講座(市 委託 事業)

権利擁護 に対する理解を深め、成年後見制度など必要な制度の活用にっなげていくた、

成年後見制度入門講座を開催しました。

実施目:令 和7年2H18日

会 場:藤 枝地区交流センター

内 容:成 年後見制度の仕組みや手続き、成年後見人の職務と活動例

講 師:司 法書士 金子 伸也氏

参加者:30人

(イ)権 利擁護 検討会議 の開催

リーガルサポー ト静岡の司法書士等、専門職の協力を得て、権利の擁護が必要な方の支援

方針や申立人、後見人等候補者の選定、チーム体制や支援体制を検討しました。

会場

藤枝市役所、

福 祉 セ ン ター

きすみれ、他

実施日

令 和6年4A11日 、4月25日 、5月16日 、5月30日 、

6月13日 、6,月27日 、7月1/日 、7,月25日 、8月8日 、

8月21日 、9月12日 、9月20日 、10.月10日 、11月1日 、

11月14日 、11月28日 、12,月12日 、12月26日

令 和7年1月16日 、1H30日 、2月13日 、2月27日 、3月5日 、

3月19日

検討事例数 累計41件(高 齢23件 、障害18件)

内受任調整22件(高 齢13件 、障害9件)

イ.市 民 後 見 人 育 成 事 業

高齢化社会 の進行 に伴い、後見人 を要す る人 の増加が見込 まれ るた め、地域の力で権利擁護 を

推進す るため、藤枝 市 ・島田市 ・焼津市 ・川根 本町の3市1町 の共催 に よ り、市民後見人の養 成

を行 いま した。今年度は、藤枝 市か ら事務 局 の事務 の一部 を受託 しま した。

(ア)第8期 市 民 後 見 人 養 成 講 座

《事前説 明会 》

実施 日:① 令和6年5月18日 、②5月23日

会 場:① 福祉セ ンター きすみれ、②島 田市社会福 祉協議会

参加者:①15人 、②11人
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《一次選考(書 類審査)》

対象者:11人(藤 枝市7人 、島田市1人 、焼津市2人 、川根本町1人)

《二次選考(面 接審 査)》

実施 日:令 和6年7月1日

会 場:福 祉 センター きすみれ

対象者:11人(藤 枝市7人 、 島田市1人 、焼津市2人 、川根本町1人)

合格者:10人(藤 枝市7人 、島田市1人 、焼津市1人 、川根本町1人)

※選 考後 、藤枝 市1人 、川根本町1人 辞退

《市 民後 見 人 養 成 講 座 》

実施 日:【 基 礎 講座 】①令 和6年7月27日 、②7月31日 、③8月7日 、④8月24日 、⑤8月28日

【実 務 講座 】 ①9月25日 、②10H5日 、 ③IO月9日 、④10A19日

⑤10,月1日 ～4日(体 験 実 習1)、 ⑥9月26日 ～10月3日(体 験 実 習

H)⑦10月23日

会 場;福 祉 セ ン ター きす み れ 他

受 講 者:8人(藤 枝 市6人 、 島 田市1人 、 焼 津 市1人)

《職員 による中間面談(各 市町で実施)》

実施 日:令 和6年9,月4日

会 場:福 祉セ ンター きすみれ

参加者:6人(藤 枝市)

《終 了 時選 考 》

実 施 日:令 和6年12月11日

会 場:福 祉 セ ン ター きす み れ

対 象 者:8人(藤 枝 市16人 、 焼 津 市:1人 、島 田市:1人 、川 根 本 町:0人)

合格 者;8人(藤 枝 市16人 、 焼 津 市:1人 、 島 田市:1人 、 川 根 本 町:0人)

《実務研修 に関す る説 明会(各 市町で実施)》

実施 日:令 和7年1月17日

会 場:福 祉セ ンター きす みれ

参加者:6人(藤 枝市)

(イ)第7期 市 民 後 見 人養 成 講 座

《最終 面接 》

実施 日1令 和7年2月10日

会 場;福 祉セ ンター きすみれ

参加者:7人(藤 枝 市4人 、焼津市:1人 、島田市:1人 、川根本 町11人)

合格者;7人(藤 枝 市4人 、焼津市:1人 、島田市:/人 、川根本 町:1人)
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【市民後見人養成状況:藤 枝市】

f期 生

(H29)

2期 生

(H30)

3期 生

(R1)

4期 生

(R2)

5期 生

(R3)

6期 生

(R4)

7期 生

(R5)

8期 生

(R6)

一

計

養成講座受講者数 8 3 4 2 2 4 4 6

一

33人

一

一

途 中離脱 ・不可

一

一

1 2 1 0 1 1 0
実務

研修中

一

6人

登録者数 7 1 3 2 1 3 4
実務

研修中

一

21人

登録削除数 7 0 1 0 0 0 o 0 8人

現在登録者数

一

0 1 2 2 1 3 4
実務

研修中
13人

【市 民 後 見 人 の 受任 状 況 】

(1)の ② によ り登録 された市民後見人の 中で、下記 の4人 が受任 し活動 しています。

類型 養成時期 審判 概 要

1 後見 第2期 R5,3.23 司法書士との複数後見を同時選任(知 的障害者)

2 後見 第4期
R5,9.27 社会福祉士から追加選任による複数後見(認 知症高齢者)

R6,7,13 社会福祉士辞任により、単独後見へ移行

3 後見 第4期 R6,6.7 社会福祉協議会の法人後見からの移行(認 知症高齢者)

4 後見 第3期1 R6.12.5 司法書士との複数後見(知 的障害者〉

ウ.3市1町 成年後見推進委 員会(市 委託事 業)

(ア)3市1町 成 年後見 推進委 員会(市 委託事業)当 番市:藤 枝

藤枝市 ・島田市 ・焼津市 ・川根本町の3市1町 が実施する成年後見事業に対する相談の場

として、成年後見推進委員会を行いました。

会場 実施日

福祉セ ンターきすみれ 令 和6年5月20日 、10月7日 、令 和7年3月10日

(イ)3市1町 成年後見推進部会(市 委託事 業)当 番市:藤 枝

藤枝市 ・島田市 ・焼津市 ・川根本町との3市1町 で市民後見人養成講座等の成年後見事業

を実施するため、成年後見推進部会を開催 し、広域連携のあり方や養成講座の内容について

検討しました。

1

会場 実施日

福祉セ ンター きすみれ
令 和6年5月20日 、6月10日 、7月1日 、8月5日 、9月9日

11月11日 、12月9日 、 令 和7年1月20日 、2∫110日
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エb法 人 後 見 事 業

支援す る人 がい ない場合や、虐待案件 な ど個人での受任が困難 な場合 に、法人 として後見活

動がで きる法人後見があ ります。本会 では、現在下記 の5人 を受任 し活動 して います。

0は 内訳

成年後見 保佐 補助 計

受任中
1

(高齢者1人)

4

(知購 害都 人、高蹄1人)
0 5件

オ.日 常生 活 自立 支援事 業(県 社 協委託 事業)

認知症高齢者、知的障害や精神障害等の中で判断能力が不十分な人が地域で安心して自立し

た生活が送れるよう、契約により福祉サービスの利用手続きや公共料金の支払手続き、日常的

金銭管理等の支援を実施 しました。

《利用者の状況》*利 用料:1,200円/回 ※生活保護世帯は 自己負担な し(貸 金庫代300円)

内容
対 象 者(人)

計 前年度
認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他

利用者数 2 7 21 6 36人33人

(うち貸金庫利用者) 0 2 4 1 7人8人

新規契約者 2 2 2 2 8人3人
一

解約者 0 2 2 1 5人1天
一

実働生活支援員

一

20人12人
一 一

《相談援助件数》

内容 本事業の利用に関するもの
その他 計 前年度

対 象 者 認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他

初回相談件数 6 3 5 9 / 23件

一

17件

相談援助件数 116 576 1432 391 2,515件 2,057件

計1・22「57gl・,・ ・71… 「 ・12538件1・,・74件

カ.そ の 他

(ア)専 門 機 関 との情 報 交 換 会

困難 ・複雑 な生活課題 の解決 のため、専門機 関 との情報 交換 会 を開催 し、各専 門機 関同 士、

情報交換や 知識 の共有 ・人的ネ ッ トワー クの構築 を図 りま した。

実施 日;① 令和6年4月9日 、②6月4日 、③8月6日 、④10月8日 、⑤12月3日 、

⑥令和7年2月6日

内 容:事 例検討 、情報交換 他

(2)声 の広報 ・点字の広報 【再掲】
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◇ ◆◇ 成果 ◇ ◆ ◇

地域 の方 に成年後 見制度 を知 って いただ くためにサ ロン等への 出前講座 を実施 しま した。 また、

出前講座 をきっかけ と し、市 立病院 の相談員や 民生委員の方等 との関係 づ く りに も努 めま した。

成年後 見支援 セ ンター に寄せ られ る相談 に応 じ、関係機 関 との情報共 有や、必 要 に応 じて 申立て

支援や権利擁護検討会 につ なげる ことができま した。

日常生活 自立支援事業 にお いては、市民後見人講座の実務研修 として、研修者6名 が生活支援員

に加 わ り、本事 業本 来の体制 が とれ る よ うになってきています。

◇◆◇課題◇◆◇

相談件数、検討会議案件数が増加傾向にあり、業務の整理が求められています。

また、3市1町 の広域において市民後見人養成講座カリキュラムの見直しを行い、次年度は新た

な形で市民後見人養成講座を実施するため、円滑に進められるように広域で連携を図る必要があり

ます。

日常生活自立支援事業においても、認知症高齢者に関する相談件数や相談援助件数が昨年よりも

増加 し、業務が煩雑になったことに加え、現利用者の高齢化に伴い、本事業の対象の範囲から逸脱

していないか成年後見支援センターや他機関と連携を取りながら見極めていくことが課題となっ

ています。
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福祉サー ビスの充実 と利用 しやす い環境 づ くり

複合化 ・複雑化 した課題や現状の支援体制では見逃 されて しま う課題に対応するために、

高齢、障害、子育て、生活困窮等、これまで強化 してきた各機 関の機能を最大限に活か し

ながら、あらゆる相談を受け止 め、課題解決に向けた支援を関係機 関が協働 して行 う、包

括的支援体制の構築を進めました。

また、市民ニーズに沿ったきめ細かな福祉サー ビスを充実 させるとともに、必要な人に

必要なサービスが提供 され るよう情報にアクセスできるよ う発信体制の強化を図 りま した。

更に、地域の誰 もがそれぞれの能力を発揮 し、まちづ くりに参画できる環境を充実に努め

ま した。

1包 括的 な支援 を行 う体制 づ くり

(1)相 談窓 口の充実

ア、福祉総合相談(ふ くし相談)

住民の抱えるさまざまな問題等に広く対応するため、適切なサービスや機関、制度等の情報提

供や各種資金の貸付相談を実施 しました。また、住民の利便性に配慮し、市に設置された自立生

活サポー トセンター内にも社協サテライ トを併設し、相談員を配置 しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 刊 12 1 2 3 計 前年度

社協受付分 2 5 3 2 4 2 2 2 5 1 1 0 29件 47件

サテライト鮒 分 103 135 94 166 121 131 159 110 145 120 140 207 1,631件 1,588件

総件数 105 140 97 168 125 133 161 112 150 121 141 207 1,660件 1,635件

イ.家 計相談事 業(市 委託事 業)

生活全般に関する困りごとに対応するため、市から生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支

援事業における相談支援員業務を受託し、市役所内に設置された 「藤枝市自立生活サポー トセン

ター」において広く相談に対応するとともに、家計に関するプランを作成 し、家計の再建を支援

する体制を取りました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

新規相談件数 7 10 11 7 7 11 12 10 7 12 5 7 106件 130件

プラン作成繊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0件 0件

ウ.ま る っと相 談 会

複合 的な課題 を抱 える世 帯が増加 してい る現状 を踏 まえ、包括 的に相 談を受 け止 め る

場 として、法人内の各部 署 と連携 し、出張相 談会 を実施 しま した。

開催日 令和6年10月26日 12月21日 令和7年2月22日

相談件数 4件 3件 0件

会 場:杏 林堂薬局 藤枝駅北店
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エ.安 心 す こや か セ ン ター(地 域 包 括 支援 セ ンター)事 業(市 委 託 事 業)

(担 当地区:青 島地区の一部)

いつまで も住 み慣 れた地域 内で安 心 して暮 らせ るよ う、在 宅福祉 セ ンター内に安 心す こやかセ

ンター を設 置 し、地域 にお ける高齢者 の総合 的な相談窓 口と して、地域 で生活す る高齢者 を、介

護 、福祉 、医療 な どの面 か ら総合的 に支援 しま した。また、地域 の介護支援専 門員への指導 ・助

言の ほか、 さまざま な関係機 関 との連絡調整(ネ ッ トワークづ く り)に 努 めま した。

(ア)総 合相 談 事 業

介護 に関す る相 談や 悩み 以外 に も、健康や福祉、医療、生活 に関す る ことな ど高齢者 にお

ける総合的な相談に対応 し、適切 なサー ビスや機 関、制度 の利用 につな げま した。 また、市

か ら課 題が あると思われる高齢者 に関 し調 査依頼 を受 け、実態把握訪 問を しま した。

＼ 4 5 6 7 9 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

相談件数 59 60 68 50 5ユ 6ユ 70 64 43 51 43 38 658件 ユ,076件

実態把握件数 1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 3 1 9件 17件

(イ)介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト事 業

介護 予防のため、介護保 険要支 援1・2、 事業対象者 と判 定 され た人を対象 に、そ の人の主

体性 を重ん じた介護 予防サー ビス計 画 を作成 に努 めま した。 また、介護保 険の請求事務 とし

て給付 管理 業務 も行 いま した。地域支援事業 として、アクテ ィブシニア大学 の希望者 に申請

の手続 きや相 談対応 を行 いま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

計画作成件数 178 184 191 195 198 196 195 200 207 209 208 215 2,376件 2,165件

(ウ)地 域包括 支援 ネ ッ トワー ク構 築会議 ・介護予防普及啓発事業

よりよい地域の連携体制をつくるため、「地域包括支援ネットワーク構築会議」を開催す

るとともに、介護状態にならないための 「介護予防普及啓発事業」を実施 しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

地域ネットワーク鑛 0 0 1 2 1 0 0 0 2 3 0 1 10回 9回

朧予防甑啓婿業 1 0 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0 6回 7回

介護予防把握調 6 4 4 2 1 0 1 4 1 0 2 3 28回 17回

家族介翻 談事業 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2回 0回

地域ケア会議 1 0 0 1 1 2 0 1 0 0 0 0 6回 0回

(エ)そ の他 の事 業

自立 支援型地域ケア会議 の開催

地域 の多様 な専 門職 の助 言 を踏 まえ、 高齢者 の生 活課題 の解決や 自立支援 のためのサ

ポー トを検討す る とともに、介護支援 専門員の 自立支援 に資す るケアマネ ジメ ン トの向

上 と、地域 に共通 した課題 を明確化す るこ とを 目的 に、会議 を開催 しま した。

開催 日:令 和7年3月21日

会 場:藤 枝 市生涯学習セ ンター
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(オ)基 幹相談支援セ ンター(市 委託事 業)

障害者の福祉の増進を図るため、藤枝市福祉事務所内で、障害福祉課、他法人の相談員と

ともに障害者やその家族の相談に応じ、必要な情報提供を行いました。併せて障害者の地域

定着を推進するため、関係機関との調整や権利擁護のために必要な支援を行いました。

相談対象者の障害種別(実人数)
相談件数 前年度

身体障害児者 知的障害児者 精神障害児者 その他

18人 149人 183人 59人 1,150件 1,111件
一

(カ)ボ ラ ンテ ィァ セ ンタ ー 事 業

a.ボ ラ ンテ ィァ 相 談

「藤枝市ボ ランテ ィアセ ンター」は、ボ ランテ ィアや企 業、個人の社会 貢献活 動 を促進す

る拠点 として、ボ ランテ ィア に関す る相 談や各種 助成金 等の情報提供 を行い ま したe

O内 は前年度

ボランティァ相談合計 内訳

85件

(132件)

ボラ ンテ ィア依頼14件(124件)

ボラ ンテ ィア希望4件(18件)

その他 問合せ67件(90件)

b.65歳 以 上 の 人 へ の ボ ラ ンテ ィ ァ活 動 促 進

市介護福祉課 が月1回 開催 している 「65歳到達者説 明会」にて、 「ボランテ ィア しませ

んか!週1日 は地域貢献デ イ」のチ ラシ を配付 し、ボ ランテ ィア活動促進 を行 いま し

た。

配付枚数;1,770枚(前 年度1,810枚)

(キ)成 年後見支援セ ンター事 業 【再掲 】

(2)生 活支援 コー ディネー ター による地域づ くりの推進

ア.生 活支援体制整備事業(市 委託事 業)

(ア)生 活支援体制整備事業第2層 協議体

住民がいっまでも住み慣れた地域で自分らしく生活できるよう、市内日常生活圏域(地 区

社 協)ご とに生活支援 コーディネーターを配置し、協議体(支 え合いの地域づくり会議等)

や新 しい事業の実施に向けた調整や打合せ、住民主体の生活支援サービス事業の実施などに

ついて助言や情報提供等の支援を行いました。また、住民の声に素早く対応するため、随時

相談対応を行いました。

《第2層 協議体 支え合いの地域づ くり会議等 実施状況》

地区社協1開 細

稲 葉 4月27日 、5月15日 、10月24日 、 令 和7年2月5日

葉 梨
4月11日 、6月13日 、7.月11日 、10月10日 、11月7日 、12月12日 、

令 和7年1月16日 、2月13日

藤 枝 8月6日 、9月5日

28



高 洲
15月31日 、7月26日 、8.月21日 、10月17日 、11.月15日 、

令 和7年1月10日

大 洲 6月21日

《生活支援サービス実施地区》

実施地区1団 体数1団 体名1対 象地域

広 幡 1 広幡お助け隊 広幡地区全域

藤 枝 2
まめっ隊 藤枝第1自 治会

とん か ら り 藤枝第10自 治会

青 島 3

田沼支え愛の会 田沼南町内会

駿河台支えあいの会ぼちぼち 青島第5自 治会

青島第8助 けあいの会はちすけ 青島第8自 治会

高 洲 1 高洲手んだい隊 高洲地区全域

大 洲 1 大洲自立支援部 大洲地区全域

市社協 1
生活 サポー トサー ビスキー坊

大縁 隊
市全域

計 9

(イ)生 活支 援体 制 整 備事 業 第1層 協 議 体 へ の 参 加

市全体 の課題 を共有 し、課題解決 にっ なげて い くた め、藤枝市主催 の第1層 協議 体に、第

2層 生活支援 コーデ ィネー ター として参加 し、各 地区の地域課題や地域福祉活動 に関す る情

報提 供 を行 いま した。

開催 日1令 和6年6月4日 、10月31日 、令和7年3月13日

イ.地 域支 え合 い出か け っCARサ ー ビス事業の支援(市 委託事業)

地域内の移動が困難な人の移動 を支援するため、地区社協が実施する運転ボランティアによる

外出支援サービス 「藤枝市地域支え合い出かけっCARサ ービス事業」に関 して、使用 される車両

の確保や自動車保険加入などの支援を行いました。

【事業実施地区】

実施地区 団体名 実施内容

瀬戸谷 瀬戸谷買援隊 買い物支援、通院支援

葉梨 葉梨ささえ愛隊 買い物支援、通院支援、会食会会員の送迎支援

西益津 お出かけ支援隊 買い物支援、通院時の送迎支援

藤枝 藤枝ふれ あい出か けっCAR 買い物支援

高洲 高洲足すとし隊 買い物支援

大洲 ノアの運ぶネ 買 い物支援、ふれ あいサ ロンの送迎支援
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ウ.ふ れ あ いサ ロ ン 【再 掲 】

エ,ふ れ あ い会 食会 【再掲 】

(3)地 域 で 支 え る仕 組 み づ く りの 推 進

ア.コ ミュニ テ ィ ソー シ ャル ワー カー の 配 置 【再 掲 】

◇ ◆ ◇ 成果 ◇ ◆ ◇

協議体 の開催 を働 きかけ、各地 区の課題や 社会 資源(生 活支援サー ビスや移動 支援 等)の 立ち上

げ等 に関す る検討 を行 いま した。また、協議 体未 実施 の地 区において も、今 年度後期 の協議体 の実

施 に向けた検討 を行 うな ど、地域づ くりに向 けた前 向きな取 り組み を行 うこ とがで きま した。

出か けっCARサ ー ビス事業 において、実施団体 と共 に協議 を重ね る中で、病院の行先 の追加や 、

新 たに通院支援へ の取組み を開始す る等、地域 ニーズの対応 に向 けて活動 を拡大す る支援 を行い ま

した。

◇ ◆ ◇課 題 ◇ ◆ ◇

協議 体は、地域 の多様 な主体が メンバー とな り、「自分た ちのまちを どの よ うな地域 に したいか、

どの よ うな ことな ら取 り組 めるか」を話 し合 う場 です 。その場を各地 区に設 け るために、住 民の生

活 の様子や 困 り事 を知 るこ との必要性 や大切 さについて、公私 関係者 に丁寧 に説 明を行 いなが ら、

協議体 実施 に向けた取 り組み を継 続 してい く必要が あ ります。

出かけっCARサ ー ビス事業 を実施 してい る団体か らは、ボラ ンテ ィアの減少や高齢化 に伴い、活

動 の拡 大や継続 が難 しくなって きてい る とい う声が あが っています。活動 の周知 において、必要 な

機 関 とっなが りを持っ ことを念頭 にお きなが ら、適切 な情報提供や支援 を行 う必要が あ ります。ま

た、現在 出かけ っCARサ ー ビス事業 を実施 してい ない都市部 において も、移動 に関す る課題 が表面

化 し始 めてお り、地域住民 の支 え合いに よ り、どこまで支援 を行 うことができ るか、住 民や 関係者

と協議 を行 う必要が あ ります。

2き め細かな福祉 サー ビスの提 供 と利用 しやすい環境づくり

(1)多 様 なサー ビスの提供

ア.介 護 ・医療保険事 業

(ア)居 宅介護 支援事 業

介護支援専門員(ケ アマネジャー)が 、利用者 と各サービス事業所 との連絡調整を図って、

利用者の主体性を重んじた居宅サービス計画の作成に努めました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

計画作成

件 数
119 114 120 124 117 ll7 124 122 121 119 115 122 1,434件 1,327件

計画作成

外部受託麟
47 44 46 50 46 53 57 55 53 54 60 60 625件 587件
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(イ)訪 問介 護 事 業

身体介護 では入浴や清拭 を、生活援助で は掃除 ・調理 ・買 い物代行等のサー ビス を提供 し

ています。サー ビス提供 時の記録 や連絡事 項等ではタブ レッ ト及び タブ レッ ト用介護 ソフ ト

の導入 に よ り事務 の効率化 、ヘルパー の働 き方 改革 を進 めま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 月 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 25 22 23 21 22 22 22 22 21 21 19 22 262人 328人

訪問回数 246 218 183 194 230 167 189 162 155 147 149 157 2,197件 3,312件

提供時間 212 192 167 173 189 145 164 144 141 132 132 144 1,935時 間 3,121時 間

(ウ)訪 問看 護 ス テー シ ョ ン事 業

利用者数等 の拡大 を進 めると ともに、医療保険、介護保 険いずれ の場合 でも、主治医が作

成す る訪問看護指示書 に基 づ き利用者 の 日々の健 康管理か らター ミナルケアまで幅広 く 利

用者本 人 と家族 の希望 と状況 に応 じて医療 的視点 と、利用者 、家族 に寄 り添 った視点で訪 問

看護 を提供 しま した。看護 師の確 保が難 しく、9月 以降24時 間対応 ができない状況 にな り、

令和7年3月 をもって事業 を廃止 しま した、

《介護保 険》

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 29 27 28 29 27 五6 16 16 14 14 13 11 240人 405人

訪問回数 110 105 92 126 98 54 54 46 47 46 45 48 871件 1,362件

提供時間 82 78 68 96 72 39 39 80 34 33 31 32 684時 間 972時 間

《医療保険》

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 23 22 21 20 17 12 12 13 12 13 12 13 190人 256人

訪問回数 82 137 129 115 73 48 57 70 53 59 48 55 926件 1,569件

提供時間 60 107 ユ07 94 6ユ 35 49 61 40 45 38 40 737時 間 1,420時 間

《難病患者介護家族リフレッシュ事業》

今年度

一

前年度

利用者数 0

一

3

利用回数 0

一

4

提供時間 0

一

8
一

《県立学校医療的ケァ児就学支援事業》

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

時間 0 2 4 2 0 4 4 4 2 2 4 2 30時 間 4,5時 間
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《医療連携業務委託事業》 認知症グループホームへの訪問

今年度 前年度

契約事業所数 2(1ユ ニット9人 ×2) 3(1ユ ニット9人 ×4)

定期利用回数 44 187

緊急利用回数 0 0

(エ)そ の 他

a.介 護 予 防 ・日常 生 活 支 援 総 合 事 業(総 合 事 業 訪 問 介 護)

要支援1・ 要支援2に 認 定 された方 を対象 に 本人が 自分で行 うこ とが困難 な入浴 、排

せつ、食 事等 の介護や 調 理、洗濯 、掃 除等 の家事 を提供 しま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 9 9 8 9 7 8 8 8 8 9 8 8 99人 126人

訪問回数 50 41 39 43 33 34 40 36 32 38 37 38 461件 610件

提供時間 44 36 34 37 29 29 35 31 28 33 32 33 401時 間 556時 間

b.介 護保険対象外生活支援サー ビス事業

社協の介護保険サービス利用者を対象に、ごみ出しや通院介助などの介護保険制度対象

外のサービスを提供 しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 5 4 5 4 4 4 4 4 5 6 3 6 54人 33人

訪問回数 11 4 7 6 5 7 9 6 8 7 8 8 86件 65件

提供時間 13 9 13 9 7 18 20 13 17 7 7 6 139時 間 104時 間

イ.障 害福 祉 サ ー ビス 事 業

支給決定 を受 けた障害者(児)に 対 し、心身 の特性 を踏 まえて、その有す る能力 に応 じ自立

した 日常生活 を営む こ とがで きるよ うサー ビス等利用計画 に基づいて、サー ビス を提供 しま し

た。

(ア)居 宅 介 護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 37 37 35 35 35 35 35 34 34 34 34 36 421人 486人

訪問回数 393 366 313 341 322 324 338 338 315 302 307 342 4,001件 5,334件

提洪時間 296 278 244 261 259 252 267 259 250 231 239 274 3,110騙 3,98塒 間

(イ)重 度訪 問介護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 2 18人 29人

訪問回数 47 96 89 77 42 82 81 81 84 71 32 41 823件 1,350件

提供時間 169 312 299 251 163 278 274 274 319 278 128 158 2,903醐 3、929鯛
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(ウ)同 行援護

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 15 13 13 12 12 12 15 12 13 10 11 11 149人 148人

訪問回数 54 57 46 42 41 44 41 41 45 39 39 45 534件 625件

提供時間 137 148 119 111 111 116 100 100 114 91 95 98 1,340賄 1,586騙

(エ)相 談支援事業

a.計 画相談支援(特 定相談支援事 業所)

相談支援専門員が、利用者 と各サービス事業所との連絡調整を図って、利用者の主体性を

重んじた計画案、計画の作成、利用状況の検証および計画の見直し(モ ニタリング)を 行い

ました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

件数 106 91 99 103 102 97 109 89 95 109 101 102 1203件 1,108件

b.地域移行

入所施設や精神科病院等か らの退所 ・退院にあたって支援を要する者に対 し、入所施設や

精神科病院等における地域移行の取組と連携 しつつ、地域移行に向けた支援を行いました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

件数 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 1 8件 10件

c.障 害児支援利用計画(障 害児相談支援事業所)

相談支援専門員が障害児の保護者と各サービス事業所との連絡調整を図って、障害児の状

況や保護者の意向を勘案 し、計画案、計画、利用状況の検証および計画の見直し(モ ニタリ

ング)を 行いました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

件数 50 71 87 58 42 50 37 48 58 50 47 63 661件 569件

(オ)移 動支援事業(市 委託事業)

屋外での移動に困難がある障害者(児)に 対 し地域での自立生活及び社会参加を促すため、

移動支援サービスを提供しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 17 17 14 ユ5 8 13 11 14 ユ4 12 14 14 163人 132人

訪問回数 46 49 41 36 25 29 34 36 33 32 33 35 429件 399件

提供時間 62 52 40 37 20 36 31 39 40 34 38 39 468時 間 448.5時 間
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(カ)日 中一時支援事 業

a.ラ イ フサ ポー ト事業(自 宅等での支援)(市 委託事 業)

障害者総合支援法を補完す る事業として、障害児の地域生活を支え、家族の介護負担軽減

のため、自宅での介護を提供しました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

利用者数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3人 5人

訪問回数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3件 5件

提供時間 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6時 間 9.5時 間

ウ.放 課 後 等 デ イサ ー ビス 「社 協 ル ピナ ス」 の 運 営

就学 してい る障害児 に対 して、放課後や夏休み等の学校休 業 日において、生活能力向上のた

めの訓練等 を継続的 に提供 しま した。また、療育活動 として、作業療 法、絵手紙 、音楽 、体操

や絵付 け教室 な どを取 り入 れ障害児 の自立 を促進す るとともに、放課 後等 の居 場所づ く りを推

進 し放課後等デイサー ビスの運営 を行いま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開 所 日 21 2ユ 20 22 21 19 22 20 20 19 18 20 243日 242日

内川 開所日数 5 1 0 8 20 0 0 0 4 工 1 7 47日 63日

利用者数 189 193 183 198 178 170 192 179 182 162 165 ユ85 2,176人 2,316人

1日 平均 9 9.1 9.1 9 8.4 8.9 8.7 8.9 9.1 8.5 9.1 9.2 8.9人 9.5人

エ.生 活 介 護 事 業 所 「ポ ッ プラ イ フ」 の運 営

重症心身障害者 に障害福祉サー ビスを提供す る通所施設 と して、入浴 ・食事 ・送迎の提供 さ

らに機 能訓練や創作 ・音楽活動 等個 々にあったサー ビス の提供 を行い ま した。 また、地域生活

支援事業(日 中一時支援)と して本施設での時間外預 か りに よ り日中活動 の場 を提供 し、見守

り及 び社会 に適応す るた めの 日常的 な訓練 を行いま した。

(ア)障 害福祉サー ビス

常に介護や医療ケアの必要な人に対して施設で入浴や排泄、食事の介護や療育活動(創 作

外出)等 を提供 しています。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開 所 日 23 24 24 22 22 22 23 22 23 21 20 23 269日 267日

利用者数 458 454 411 455 398 432 444 399 402 371 339 339 4,902人 5,371人

1日 平均 19.9 18.9 17.1 20.6 18.0 19.6 19.3 18.1 17.4 17.6 16.9 14.7 18,2人 20,1人
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(イ)地 域 生 活 支 援事 業(藤 枝市 ・焼津市 ・吉 田町委託事 業)

障 害者 を一 時的に時 間外で預か り、見守 り等 を行い 、安 心で きる場 を提供 しま した。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 9 1工 10 6 6 9 9 9 6 4 2 1 82日 52日

利用者数 4 6 5 5 6 4 6 5 2 4 2 1 50人 41人

(ウ)ラ イ フサ ポ ー ト事 業(短 期 入 所)(市 委託事 業)※1回:1泊2日 で実施

障害者総合支援 法の短期入所 指定事業所 以外 の施設 でのナイ トケアの提供 を しま した。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所回数 一 　 一 　 一 一 1
一 ～ 一 一 　 1回 5回

利用者数 　 一 　 一 一 　 2 一 一 一 　

1一
2人 工9人

(2)福 祉サ ー ビスの利用支援

ア.日 常生活 自立支援事 業 【再掲】

(3)支 援体 制の周知

ア.広 報 ・啓発事 業 【再掲 】

(4)生 活困窮者 の 自立支援

ア.各 種 資金貸付事 業

低所得世帯や障害者世帯等の経済的自立と生活意欲の助長促進のため、緊急かつ一時的費用と

して生活費、教育費、医療費等の資金貸付を行いました。0内 は前年度

種 別 申請件数(件) 貸付金額(円)

小 口資金貸付

(生活費など 貸付限度額10万 円 無利子)

0

(0)

0

(0)

高額療養費貸付

(無利子)

18

(38)

3,180,734

(8,296,377)

生活福祉資金

(静岡県社協資金取次)

9

(8)

2,643,000

(3,388,000)

イ,ふ じえだ暮 ら しをつな ぐ支援事 業

生活困窮者等が地域で自立した生活を送ることができるよう、多機関と連携しながら暮らしの

環境を整えるための支援を行いました。

今年度 前年度

件数(件) 2 1

金額(円) 17,040 36,000

内訳 医療費支援 17,040円

医療費支援 20,000円

就労準備支援 16,000円
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ウ 年 越 し支 援 金 事 業

9月5日 号 の 「ふ じえだ社 協だ よ りN・.235」 で助成金 申請手続 きの周知 を行 うとともに、各

地区民生委員 ・児 童委員 の協力 を得 て、歳末たす けあい募金か ら、非課税世帯 であって、生活

が困窮 して いて支援 を必要 としてい る世帯 に対 して、【区分A】の支援金 を助成 しま した。また、

昨年 に引き続 き、収入 が減少 した等 の理 由によ り 「非課税 世帯 」とい う条件に 当てはま らない

生活 困窮者 の支援 につなげるた め、区分Bの 申請枠 を設 けま した。

/
【区分A】 【区分B】

対象世帯 新入学祝 、 助成合計額 対象世帯 瓢 学祝 、 助成合計額

計 569世 帯/711人 6人 4,297,000円 38世 帯/87人 2人

一

384,000円

前年度 540世 帯/701人 3人
1

4,117,000円 46世 帯/104人 1人 443,000円

エ.そ の他

a,自 転 車 及 びカ セ ッ トコ ン ロ支 援 事 業

生活困窮者 の 自立 と生活 の質の 向上、就 労にっな ぐた め、

今年度 は申請が なか ったため、実績はあ りませ んで した。

助成実績:前 年度 自転 車1台

自転車 の助成 を行 います。 なお、

b,フ ー ド ドライ ブ事 業 へ の協 力

食品 を必要 とす る人 々の支援 とフー ドロス削減のた め、　NPO法 人 フー ドバ ンクふ じの くに

が実施す るフー ドドライブに協力 し、家庭 に眠っている食 品の回収 を行 いま した。

なお、回収 され た食 品は、　NPO法 人 フー ドバンクふ じの くにの協力 を得て生活 に困窮 し食の

確 保が困難 な世帯 の支援 に使用 され ま した。

〈夏 期 〉 実 施 期 間:令 和6年8月1日 ～8月31日

回 収 ボ ック ス設 置:17カ 所(各 地区交流 センター、 文 化 セ ン ター 、 生涯 学 習 セ ン ター

福 祉 セ ン ター きす み れ 、在 宅福 祉 セ ン ター 、 市役 所)

回 収 量:253.7kg(前 年 度592,8kg)

〈冬期 〉 実 施 期 間:令 和6年12月20日 ～ 令 和7年1月31日

回 収 ボ ックス設 置:17カ 所(各 地区交流セ ンター、文 化 セ ン ター 、 生 涯 学 習 セ ン ター

福 祉 セ ンター きす みれ 、在 宅福 祉 セ ンター 、市 役 所)

回 収 量;278.4kg(前 年 度504.4kg)

〈常設 〉 実 施 期 間1令 和6年4月1日 ～令和7年3A31日

回収ボ ックス設 置:1カ 所(福 祉 センターきす みれ 内)

回 収 量:262,6kg(前 年度94.95kg)

*緊 急食料支援213件(前 年度148件)※ 市 自立生活サポー トセ ンターにて対応
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◇◆◇成果◇◆◇

日帰 り短期入所で医療的ケアが必要な人工呼吸器を使用している最重度の方を受け入れました。

◇ ◆ ◇課 題 ◇ ◆ ◇

福祉 サー ビスの利用 増加 に向け、継 続的な経営が可能な範囲の中で専門職 の配置 の検討 と、需要

の掘 り起 こ しのための さらなる広報活動 に努 めま した。

訪 問介護事業 にっ いては、利 用者 の入院や施 設入 所 によ り、利用者や訪 問回数等 が減少 してお り、

利用者 の確保 が課題 となっています。引き続 き、医療機 関 、居宅介護支 援事 業所 や地域 包括 支援 セ

ンター との連携 を図 り、利用者 の確保 に努 めて まい ります。

3地 域生活 ・社会へ参加 しやす いまちづ くり

(1)外 出が困難 な人の社 会参 加の支 援

ア,福 祉車輌 貸出事 業

下肢に障害があ り歩行が困難な人の社会参加促進を図るため、社協が所有する福祉車輌を貸出

しました。また、運転する人がいない場合には、社協に登録する運転ボランティアの派遣調整を

行いました。

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 213 計 前年度

貸出件数 18 19 14 14 12 16 24 16 17 11 10 17 188件 185件

ボランティア鵬 4 3 5 6 3 4 7 2 7 5 3 5 54件 50件

※車輌台数13台(走 行距離に応 じ燃料は各 自負担)

イ,車 イ ス貸 出事 業

急 な病気や ケガな どに よ り買 い物 な どの外 出に一時的 に車 いす を必要 とす る市内在住 の方 に、

原則3ヶ 月 を限度 として貸 出を行い ま した。

月
一

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

在宅福祉 セ ンター 13 22 10 14 10 11 10 13 6 4 4 8 125件

151件

福祉センターきすみれ 8 7 7 5 6 11 9 11 4 8 8 5 89件
一

◇◆◇成果◇◆◇

福祉車両貸出事業や車いす貸出事業に関しては、貸出件数が大幅に増加 しました。これは、外出

することへの抵抗感が薄れ、社会参加の機会が増えたからだと思われます。引き続き、必要な人に

貸出できるよう車いすや福祉車両の管理、広報啓発をしていきます。

◇ ◆ ◇課 題 ◇ ◆ ◇

福祉 車輌 の貸 出を しても運転手 の確 保が難 しい人 もい るため、利用促進のた めには、運転 ボ ラン

テ ィアの確保 が重要で あ り、今後 は運転ボ ランテ ィアの養 成が課題 となっています。
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≡ ≡'"・ 地 域 の社 会 資源 を育 む仕 組 み づ く り

地域福祉に参画す る多様な主体 を育成 し、活躍できる仕組みを構築することは、地域に

おける地域福祉活動 を活性化 させ、互いに支 え合 うまちづ くりに努めま した。地域福祉を

担 う人材やボランティア等の組織の育成や支援、新たな担い手を育むための施策を展開し

ていきます。また、地域づくりに多様な主体が参画 しやすい環境を整備するとともに、地

域における多様 な主体が連携 し、活躍できる体制を充実 させます。更に、近隣市町等 と広

域的な連携を推進 しま した。

1地 域 福 祉 を担 う人 材 ・組 織 を育 む体 制 づ く り

(1)ボ ラ ンテ ィ ア活 動 の 推 進

ア.各 種 ボ ラ ンテ ィア 講 座 の 開 催

(ア)託 児 ボ ラ ンテ ィア 養 成 講 座(全5回)

子育 て世代の社会参加 を支援す るた め、子 どもを安心 して預 け られ る場所 を提供す る託 児ボ

ランテ ィアの養成講座 を開催 しま した。

実施 日;① 令和6年6月5日 、②6月12日 、③6E19日 、④6月26日 、⑤7月3日

会 場:生 涯 学習セ ンター

内 容:① 託児 のポイ ン ト

②子 どもの心 を知 る

③乳幼児 の病気 と事故、障害 のある子 ども との接 し方

④子 どもの心 と健康

⑤絵本 の楽 しみ方 と選び方

講 師:① 子 育て支援セ ンター 保育士 増 田 貴美 子 氏

② 臨床発達心理士 保育士 岡村 由紀子 氏

③ 市健康推進課 保健師 村松 真奈 氏

藤枝市 こども発達支援セ ンター 保育士 望月 明奈 氏

④藤枝市 立総合病院 小児科 医師 久保 田 晃 氏

⑤おはな したまご ボランテ ィア のみな さん

参加者:①14名 、②20名 、③14名 、④16名 、⑤15名

(イ)話 し相 手 ボ ラ ンテ ィ ア養 成 講 座(全6回)

「誰 か とお話 ししたいけ ど、さま ざまな理 由で外 出ができない」そん な ときに希望者 の 自宅等

に訪 問 し、話 し相手 とな り、相手の思い を受け止めなが ら、隣で時 間を共有 し時にはその人に

とって身近 な存在 とな るよ うな活 動 を行 うボ ランテ ィア を養成 す る ことを 目的 と し開催 しま

した。

実施 日:① 令和6年9月10日 、②9月17日 、③9月24日 、④10月 ヱ日、⑤10月8日

⑥10月15日

会 場:藤 枝 地区交 流セ ンター
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内 容:① 講話 「ボランテ ィア活動 とは 話 し相手ボ ランテ ィア とは」

②演習 「伝 わる技術 」、講話 「SOLAR」

③演習 「伝 える技術 」、講話 「詩 聴 くこと」

④講義 「障害者 の理解 と接 し方」(精 神 障害者)

⑤講義 「認知症 の理解 と接 し方」、話し相手ボランティアサークル 「えがお」との交流

⑥ 演習 「効果的 な質 問 と他者紹介」、講義 「ま とめ」、閉校式

講 師1① ②③⑥ 元十 文字 学園女子大学 人間生活学部 人間福祉 学科 准教授 横 山 貴美子 氏

④社会福祉 法人 こころ 理事長 菅原 小夜子 氏

⑤藤枝市地域包 括ケア推進 課 横 山 麻衣 氏

参加 者:①19名 、②19名 、③18名 、④30名 、⑤34名 、⑥18名

(ウ)子 育 て応 援 プ ログ ラム(全3回)

子育 て中の保護者や その家族 を対象 に参加者 同士 の話 し合いや、演習 を通 して愛着形成 ・自

己肯定感 の大切 さや、よ りよい コ ミュニケー ションの方 法な どを学ぶ ための講座 を行 いま した。

実施 日:① 令和6年9月27日 、②10月4日 、③10月11日

会 場:高 洲地区交流セ ンター

内 容:① 子育てサ ロン等の紹介 、子 どもの心の発達 ・心理教育 的プ ログラムについて

② 自己表現 力を育て る関わ り方

③聴 き合 う体験学習

講 師1全 日本 カ ウンセ リング協議会認 定カ ウンセ ラー 笹 島 信恵 氏

参加 者:①21名 、②19名 、③10名

(2)福 祉 を担 う人材の育成

ア,各 種資格の現場実習受入

将来の福祉を担う人材を育成するため、地域に根ざした社会福祉法人として、資格習得に必要

な現場実習の受け入れを行いました。

*社 会 福 祉 士 …令 和6年8月7日 ～9月12日(26日 間)/静 岡英 和 学 院 大 学1人

令 和7年2月18日 ～2月28日(8日 間)/静 岡福 祉 大 学1名

静 岡県 立短 大1名

*看 護 師 一一・令 和6年7月1日 ・7A11日(9日 間)/組 合 立 静 岡県 中部 看 護 専 門学 校

令 和6年9月17日 ・9月24日(5日 間)/同 上

令 和6年9月24日 ・10A4日(2日 間)/同 上

4人

5人

6人

イ.市 民後見 人育成事 業 【再掲】

ウ.健 康福祉大会の開催 【再掲】
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◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆◇

実習の受 け入れにつ いては、社会福祉法人 の使命 を果たすだけでな く、職員が担 当業務 を学生 に

説 明す ることで、その事業の意義 を再認識 した り、地域 に対 して物事 をわか りやす く説 明す るこ と

の訓練 にな った りしています。実践現場で学生 と利用者や ボ ランテ ィア とのや り取 りを客観的 に見

るこ とで、今 一度その事業 の進 め方等 を見直す ことに もつ なが りま した。

各種 ボラ ンテ ィア講座 を開催 した こ とに よ り、新 たなボ ランテ ィアを養成 す る ことがで きま し

た。また 、託児 ボ ランティア養成講座 を修 了 した受講生8人 の うち7人 が託児 ボ ランテ ィアサー ク

ル へ新 規加入 しま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

社会福祉 士取得のための実習 においては、実習カ リキュラムの変更 に伴い、ソーシ ャル ワー クの

実践能力の習得がで きる実 習内容 が よ り強 く求め られ るよ うになったため、よ り効果的 な実習機会

を提供 でき るよ う、職員 の共通理解 とプログラムの見直 しを行 うこ とが課題 となってい ます。

2多 様 な 主体 が活 躍 す る 環 境 づ く り

(1)ボ ラ ン テ ィア 人材 の 育 成

ア,ボ ラ ンテ ィア 活 動 保 険

安心 してボ ランテ ィア活動 がで きるよ う、ボ ランテ ィア活動 中の不慮 の事故 に備 え、ボ ランテ

ィア活動保険 ・ボランテ ィア行事用保険の加入 を促進 しま した。

《ボ ランテ ィア活動 保険》0内 は前年度

加入者数 内、個 人負担 内、社 協負担

3,037人

(3,041人)

1,ユ10人

(1,243人)

1,927人

(1,798人)

《ボラ ンテ ィア行事 用保険》 O内 は前年度

加入件数 加入者数

42件

(37件)

4,415人

(3,608人)

《ボランテ ィア登録数》 0内 は前年度

団体活動者 個 人 活 動 者 計

169団 体

(177団 体)

4,189人

(4,273人)

227人

(156人)

4,416人

(4,438人)

イ.ふ じえだ 生 き生 き助 成 金 事 業

地域福祉活動 を促進す るた め、ボ ランテ ィア団体や 自治会 ・町内会 、障害 当事者 団体等 の団体

が行 う、地域福祉 の推 進に資す る事業 に対 して、共 同募金助成金 によ り助成 しま した。また、今

年度 よ り、 申請 団体 の負担軽減 のため、 ヒア リングの実施 を取 りや めま した。
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今年度 前年度

申請団体 12団 体 16団 体

決定団体 12団 体 16団 体

決 定 額 688,000円 647,000円

ウ.ボ ラ ン テ ィア セ ン ター 事 業 【再 掲 】

(2)ボ ランテ ィア 団体の連携 ・交流

ア.ボ ランテ ィア連絡協議会へ の支援

ボランティア団体の横の繋が りを強化するため、

例会および総会に出席しました、

出席回数:2回

情報共有 と連携強化 を図 るこ とを 目的に、定

イ.ボ ラ ン テ ィア 交 流 会

ボ ランテ ィア活 動の活性化 を図 るため、ボランティア団体や個人ボ ランテ ィア、ボ ランテ ィア

に興味関心のある人同士 の横 の繋 が りづ く り ・情報交換 の機 会 として実施 しま した。

実施 日:令 和6年12月21日

会 場:福 祉 セ ンター きす みれ

内 容:お 菓子作 り(な で しこの会、 岡部 中学校)

活動紹介(岡 部 中学校 、ほおず き、はな しカフェ下薮 田)

レク リエー シ ョン

グル ープワー ク"ボ ラ ンテ ィアの魅力"

参加者141人

ウ.福 祉 団体 助 成金

地域社会 にお け る福祉 活動 を促 進す るた め、地域 の福 祉活 動に取 り組 んでい る団体に対 し、

福祉 団体助成 金 を交付 しま した。

助成 団体1① 藤枝市 自治会連合会 ②藤枝市民生委員 ・児童委員協議会

③ さわやか クラブふ じえだ連合会 ④公益財団法人 静 岡県アイバ ンク

助 成 額:1,082,000円(前 年度1,082,000円)

エ.高 校 生 ボ ラ ンテ ィアサ ー クル 「ほ お ず き」 の 支 援

若年層 のボ ランテ ィア活動 を促進す るため、高校 生ボ ランテ ィアサークル 「ほおず き」の定例

会へ の出席 、 「ほおずき」 への加入希望者等 への相談対 応や ボランテ ィア活動 に対す る関心 を高

めるための情報提供 を行 いま した。また、 「ほおず き」 の活動周知 ・会員募集 のた め、チ ラシの

配布 を藤枝市 とその近隣市町(焼 津市、 島田市)の 高校 に送付 しま した。

定例会 出席 回数111回(7月26日 、8E9日 、9月20日 、10月11日 、10,弓31日 、 ユ2月20

日12月6日 、12月25日 、1月31日 、2,月28日 、3月7日)

交流先 打合せ:1回(11月28日)

3月 末会員:6人(第 一学院高等学院:5人 、藤枝順心高校:1人)(前 年度 末;8人)

チ ラシ配布数:310枚
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【交流 会 】

ほお ず き の 高校 生 ボ ラ ン テ ィ アが 企 画 した レク リエ ー シ ョン を通 して、デ イ サ ー ビス セ ン タ

ー 「よ つ葉 の ク ロー バ ー 」 利 用 者 と交 流 を行 い ま した
。

実施 日:令 和6年12月26日

会 場:デ イサ ー ビスセ ン タ ー 「よつ 葉 の ク ロー バ ー 」

内 容1曲 当 て ゲ ー ム 、文 字 シャ ッ フル ゲ ー ム

参加 者:31名(デ イ サ ー ビス利 用 者:24名 、 ほお ず き:7名)

オ.そ の 他

(ア).ボ ラ ンテ ィア 団 体 支 援

a.話 し相 手 ボ ラ ンテ ィア サ ー クル 「えが お 」へ の 支 援

活動 の支援や情報提供 ・情報共有 のため、定例会に出席 しま した。 また 、利用希望者 と

の マ ッチングや初回の顔合わせ に同席す るな ど、活動開始 をスムーズに行 える よ うサ ポー

トを しま した。

定例会 出席回数:11回

(3)地 区社協へ の支援 【再掲 】

(4)生 活支援 コー デ ィネー ター によ る地域づ くりの推進 【再掲】

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆◇

ボ ランティア交流会 を通 して、若い世代 にボランティ ア活動 について周知す るこ とがで き、また

ボランティ ア団体同士の横 のつなが りを強化 す ることができま した。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆◇

ボ ランテ ィア の高齢 化や 担い手 ・後継者不足 が多 くの団体 で問題 になっているため、　SNS等 を

使 用 した活 動の周知や ボ ランテ ィア募集 を積極 的に行 うことな ど、若 い世代 に もボランテ ィア に興

味 関心を持 って もら うため、ほおず きの支援拡充 をは じめ機会創出が課題 となっています。

3連 携 ・協働 による福祉 のまちづ くり

(1)地 域福 祉活動にかか る財 源の確 保

ア.社 協会 員の加入促進

持続的に地域福祉を推進していくため、社協は、全戸会員制により、住民の皆様を会員とする

普通会員と、賛助 ・施設 ・団体・特別会員に区分を分けています。区分ごとに会員の加入促進と、

福祉活動資金の確保に努めました。
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区 分 人 員 口 数 金 額(円) 備 考(円)

普通会員
一

43,111　 1 43,111口 17,244,400円 1戸 年額400円

賛助会員(個 人)

施設会員(施設)

団体会員(団体)

特別会員(企業等)

654人

24施 設

13団 体

30件

718口

24口

13口

42口

718,000円

/20,000円

39,000円

126,000円

1「11,000円

1口5,000円

1口3,000円

1口3,000円

計

*口 数 と金額に一部差異があ ります
18,247,400円

(前 年 度)

18,147,990円

イ.財 政基盤 の強化

(ア)善 意銀行

社協が行 う、地区社協 ・ボランティア活動の支援等、社会福祉事業の推進に対 して寄せら

れた金品を公正に活用しています。0内 は前年度

寄附金 物品

件数 金 額 件数 内 容

プルタブ ・使用済切手・ペットボトルキャップ 等

ペ ッ トボ トル キ ャ ッ プ換 金:2,418円

プルタブ換金:4〆100円

今年度 50件 643,917円 188件 ギ フ トカ ー ド:21,600円 、

図 書 カ ー ド:2,000円

車 椅 子:640,000円

計670,418円

前年度 51件 2,034,968円 255件

ウ.こ ども基 金 へ の寄 附等 の促 進

こ ども基金へ の寄附の呼びかけを、5/5号 の 「社協だ よ りNo,234」 にて行 うほか、周知 チ ラ

シを作成 して市 内の企業や 金融機 関窓 口等に配 付 し、同様 の呼びかけを広 く行 いま した。

ポップライフ指定寄附

(ポップライフ厚生文化基金)

こども基金指定寄附

(こども基金) 計

件数 金 額 件数 金額

今年度 16件 986,595円 1件 14,491円 1,001,086円

前年度 12件 863,728円 1件 5,000,000円 5,863,728円

エ.そ の他

◇◆◇成果◇◆◇

会費の納入についての積極的な広報、周知により、会費収入を増やすことができました。

◇ ◆ ◇ 課 題 ◇ ◆ ◇

藤枝 市 において も人 口が減少 してい る中、社協 の事業 を継続 してい くため、収入 の維持、拡 大が

課題 となっています。
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各種福祉施設を管理運営 し、住民に とって使 いやすい施設 となるようサー ビスの向上に

努めていきます。

(1)老 人福 祉 セ ンター 藤 美 園 の 運 営

高齢者 の生 きがい と健康 づ く りのため、市か ら指定管理を受 け、高齢者 福祉 の拠 点施 設であ る

老人福祉セ ン ター藤美 園の運営 を行 い、地域 に根付 き、健 康増進や 教養 の向上及 び レク リエー シ

ョンな ど総合 的な福祉 の推進 に努 めま した。また、老人 クラブ会員 等援助に関す る事 業に も積極

的に取 り組 みま した。

開館

日数

団体利用 個人

利用

講座 利用者

合計団体数 人数 回数 参加人数

4月 24 75 668 1,145 17 144 1,957

5月 23 75 771 1,075 16 146 1,992

6月 26 78 851 1,227 16 128 2,206

7月 25 73 827 /,141 16 138 2,106

8月 25 56 560 857 15 122 1,539

9月 22 80 8ユ2 938 17 146 1,896

10月 26 86 884 1,168 17 153 2,205

11,月 23 83 779 1,177 16 135 2,091

12月 24 85 723 140 15 /17 980

1月 23 96 926 1,042 14 128 2,096

2月 21 75 780 1,124 17 147 2,051

3月 25 90 847 1,279 13 111 2,237

計 287日 952団 体 9,428人 12,313人 189回 1,615人 23,356人

月平均 24日 79団 体 786人 1,026人 16回 135人 1,946人

前 年 度

合計
294日 943団 体 9,307人 13,795人 184回 1,597人 24,699人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

利用 人数 が昨年 を1,000人 以上減少 したのは、8月 、9月 の猛暑 の影響 と、12月 の温泉設備の故

障に よ り個人利用者が少 なかった ことが原 因 と思われ ます。それで も、藤美園利 用 を掲載 した 「社

協だ よ り」を見た とい う新規 の利用者 は増 えてい ます。また、団体利用 では小部屋利用 の新たな少

人数 の グルー プの利用 も増 えています。

◇ ◆◇ 課 題 ◇ ◆◇

自主事業(教 室)と 講座(趣 味の会)の 新規の入会者 が少な く、継 続が困難 な講座 も出てお り、

利用者 か らの直接勧誘 を今 まで以上 に支援 し、 さ らに 「広報ふ じえだ」や 「社 協だ よ り」 「市老連

だ よ り」での募集 を進 めていきます。
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(2)生 きが い対 応 型 デ イサ ー ビス セ ンター 「藤 の 里」・「きす み れ の 里」 の運 営

介護保険 に該 当 しない高齢者 を対象 に、高齢者の 自立生活 の助長、社会的孤独感 の解消 、心身

機能 の維持 向上 を図 るこ とを 目的 として健康体操や レク リエーシ ョン活動等 のサー ビスを提 供

す る生 きがい対応型デ イサー ビスセ ンター 「藤 の里」 と 「きすみれ の里」 の運営 を行 い ま した。

また、介護 予防 ・日常生活支援 総合事 業を受託 し、事業対象者 の受 け入れ を行い ま した。

【藤の里】(担 当地区:瀬 戸谷 ・稲 葉 ・葉 梨 ・広幡 ・西益津 ・藤枝 ・青島の一部)

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 2ユ 21 20 22 21 19 22 20 20 19 18 20 243日 243日

利用者数 289 290 262 296 284 273 316 291 290 283 263 309 3,446人 3,514人

総合事業 17 15 14 17 8 10 12 10 11 8 9 3 134人 83人

IH平均 14.7 M,7 13.9 14.2 工4.0 15.0 15.0 15.2 王5.2 15.3 15.2 15.ア 正4.8人 14.8人

体験者 3 3 2 0 1 2 1 2 2 0 1 1 18人 11人

【きすみれ の里 】(担 当地 区:葉 梨 ・広幡 ・西益津 ・岡部)

＼ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所 日 21 21 20 22 21 19 22 20 20 19 18 20 243日 243日

利用者数 247 234 221 256 205 206 237 224 225 207 196 217 2,675人 2,552人

総合事業 26 21 17 19 18 25 29 26 26 27 24 15 273人 210人

1日 平均 13 12.1 11.9 12.5 10.6 12.1 12 12.5 12.5 12.3 12.2 11.6 12.1人 11,4人

体験者 0 0 0 0 1 5 0 0 1 0 1 1 9人 20人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

きす みれ の里、藤 の里 を利用す ることに より、交流 だけで な くい きい きと した活動 を通 じて心身

の健康 増進 と生活へ の張 り合 いを生 み、家に閉 じこも りがちな方や外に出 る機 会の少ない方 な どに

も成果 をあげています。

◇ ◆◇ 課 題 ◇ ◆◇

「藤 の里」 「きす みれ の里 」の更な る利用者拡大 が課題 となってい ます。
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(3)藤 枝 市 福 祉 セ ンタ ー 「きすみ れ 」 の 運 営

市か らの指定管理 を受 け、セ ンターの貸館及び管理 ・運営 と併せて住民の活動拠 点 とな るよ う施

設 の周知 に向けた積 極的なPRと 自主事業 の開催 に努 めま した。

開館日数
健康運動室

利用者
貸館利用者

福 祉 団 体 室

ボランティア室

利用者

合計

4月 25 172 640 61 873人
一

5月 27 287 632 79 998人

6月 26 232 619 73 924人

7月 26 256 649 96 1,001人

8月 27 292 728 199 1,219人

9月 25 324 678 100 1,102人
一

10月 27 356 571 70 997人

11月 26 312 746 98 1,156人

12月 23 250 774 87 ユ,ユユユ人

1月 23 223 608 92 923人

2月 24 252 597 64 913人

3月 26 291 799 107

計 305日 3,247人 8,041人 1,126人

一
1,197人

12,414人
一

前 年 度

合計
307日 2,781人 8,567人 963人 12,311人

《自主事業》

講座名 実施 日(回 数) 参加延人数

ス ロー ス トレ ッチ ・ヨガ(午 前 ・午後 の部) 4.月5日 ～3.月21日24回 630人

楽 らく!健 康 リンパ体操 4月10日 ～3月5日12回 195人

ふるさとみかん山収穫体験 12月8日 65人

計37回890人
前年度41回1,185人

◇ ◆ ◇ 成 果 ◇ ◆ ◇

貸館や健康運動室 に関す るポスター を館 内数か所 に掲示、市社 協HPや 公式L工NEに 掲載 した こと

に よ り、前年度 よ り若千利用数が増 えま した。

引き続 き、わか りやす い広報 を心掛 け、利用者数 の増加 を 目指 して いきます。

◇◆◇課題◇◆◇

自主事業参加者が減少しており、受講生募集や講座数の増加、魅力のある企画の立案が課題です。

また、貸館の利用促進のため、施設の周知も課題となっています。
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(4)放 課 後 児童 ク ラ ブの運 営

仕事 と子育 ての両立支援 のた め、市 か ら市 内17小 学校 にある全29の 児童 クラブの運営委託 を受

け、保護者 が労働等 に よ り昼 間家庭 にいない1年 生か ら6年 生 の児童 を放課後等に預 か り、遊 びや

生活 の場 を提供 しま した。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年劇

開所 日 22 22 23 23 23 21 23 21 21 20 19 22 260日 253日1

実利用翻

1

1,412 1,374 1,358 1,361 1,440 1,306 1,280 1,265 1,269 1,241 1,215 1,228 15,749人 ・5,292勾

ア.県 が 主催 す る研 修会 へ の 参 加

発達障害児 に関す る知識 の習得 や対応ス キル 向上のため、静岡県主催 の放課後 児童支援員 等

資質 向上研修(実 地研 修や聴 講研 修)に 参加 し、保育の質 の向上に努め ま した。

《放課後児童支援員等資質 向上研 修(実 地研修)》

主催者:静 岡県健康福祉部 こ ども未来局 こ ども未来課

実施 日:① 令和6年9月19日 、9月26日 、11月20日

②令和6年10月1日 、10月16日 、12月10日

会 場;① みなみっ こ第1童 クラブ、② えだっ こ児 童ク ラブ

内 容1県 か ら派遣 された ア ドバイ ザー の助言 による発達障害児の知識 の習得 に あわせ 、円

滑な対応 が図れ る よ う事例 を通 して のスキル の向上 を 目的 とした研修 の実施

参加者:13人(指 導員)

《放課後児童支援員等資質 向上研 修(聴 講研修)》

主催者:静 岡県健康福祉部 こ ども未来局 こ ども未来課

実施 日;令 和6年11月12日

会 場;静 岡県 コンベ ンシ ョンアー ツセ ンター(グ ランシ ップ)

内 容:「 発 達 が気 に な る子 ど もの理 解 と支 援 にっ い て 」 と題 し、 ① こ ど も期 を と り

ま く状 況 と育 ちの 理 解 、②発 達 障害 の理 解 、③ 放 課 後 を支 え るた め に 、に つ

いて の 講演 の聴 講

参加者;35人(指 導員 、巡 回指導員)

イ.市 が主催 す る研修へ の参加

発達障害がある児童や愛着の問題を抱えるこどもの理解や支援方法を習得し実践に結び付

けられるよう、市が主催する研修へ参加し、保育の質の向上に努めました。

《藤枝市発達障害児者療育支援研修会》

主催者:藤 枝市こども発達支援センター

実施 日:令 和6年8月8日

会 場:生 涯学習センター

内 容1手 指操作の発達 とその支援にっいての研修

講 師:横 浜市北部地域療育セ ンター 作業療法士 松本 政悦氏

参加者:1人(補 助指導員)
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《発 達支 援 実 践 セ ミナ ー 》

主 催:藤 枝 市 こ ど も発 達 支援 セ ン ター

実 施 日:令 和6年5月14日 、6月18日 、7月30日 、9月10日 、10月15日 、11月19日 、

令 和7年1月21日 、2月12日 の うち第1・2・3・5回 を受 講

会 場:生 涯 学 習 セ ン ター 、　ZOOM配 信

内 容:子 ども の発 達 に 関 し、 特 に行 動 分 析や 愛 着 障 害 へ の理 解 と支 援 にっ い て の研 修

講 師;駿 遠 学 園 園長 藁 科 知 行 氏 、 こ ど も発 達 セ ン タ ー心 理 発 達 員

参加 者:7人(補 助 指 導 員)

ウ 市 社 協 主 催 に よ る 研修 会 の 実 施

市社協 内での研修 を行い、職員 のスキル ア ップや労働 環境の適正化に努めま した。

《放課後児童 クラブ指導 員 「救急法」研修会 》

実施 日:① 令和6年6月20日 、②6月24日 、③6月25日 、④6月26日

会 場:① ③ えだ っこ児童 クラブ、②④藤枝 市福祉 セ ンター きすみれ

内 容:心 肺蘇生法 の実技指導、誤飲 による窒息の応 急処 置

講 師:志 太消 防本部 救急救命士

参加者1延 べ90人(主 任 指導員、補 助指導員 、巡 回指導員 、 ドライバー)

協 力:志 太広域事務 組合志太消防本部

《放課後児童 クラブ指導員 「労働条件 ・勤怠管理」研修 》

実施 日:令 和6年4月24日 、9月11日

会 場1藤 枝市福祉セ ンター きすみれ

内 容:放 課後児童 クラブ指導員 の勤怠 に関す る説明

参加者:延 べ56人(主 任 指導員)

《放課後児童 クラブ指導員 「勤怠 システ ムの取扱い」研 修 》

実施 日:令 和6年4月18日 ～4月30日 まで

会 場:く す のきっ こ、 なか よし、 ひが しっこ第1及 び第2の 各児 童 クラブ

内 容:勤 怠 システ ムの導入 に伴 う指導員 への取扱 いの説 明

参加者;延 べ28人(主 任 指導員 、補 助指導員)

◇◆◇成果◇◆◇

児童へ提供する飲食物の在庫管理や各クラブで保管する書類等についてのチェック体制の見直

し、放課後児童クラブにおける食に対する危機管理について意識啓発を促す機会を設けたことによ

り、飲食物の提供のルール化や保管書類または備品等の管理におけるクラブ間の均一化を図りまし

た。

◇◆◇課題◇◆◇

夏季は連日熱中症警戒アラー トが発表され外遊びが制限されるなか、こどもの過ごし方について

安全の確保や創意工夫による遊び方を検討していくことが課題となっています。また、保護者負担
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金の取扱いを令和6年4月 からすべて口座振替や振込で対応 していますが、保護者負担金を滞納す

る保護者に対し迅速に解決が図れるよう対策を講じる必要があります。

(1)理 事 会

開催日 審 議 事 項

一

一

6月10日

(第1回)

一

一
1,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業報告の承認について

2,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計決算の承認について

3,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員候補者の推薦にっいて

4,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会監事候補者の推薦にっいて

5.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和6年 度第1回 評議員選定委員会の招集

について

6,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会令和6年 度第1回 評議員会の招集につい

て

6月25日

(第2回)

一

一

7.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会 会長の選定について

8,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会 副会長の選定について

9,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会 常務理事の選定について

9月13日

(第3回)

10,社 会福祉 法人藤枝 市社 会福 祉協議 会給与規程 の一部 を改正す る規程 について

11.令 和6年 第1次 資金収 支補正 予算 にっ いて

12.令 和6年 度第2回 評議員会 の招集 につ いて

12月2日

(第4回)

一

一
13,令 和6年 度第2次 資金 収支補正予 算につ いて

14,訪 問看護 ステーシ ョンふ じえだの廃止 につ いて

15.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事務局規程 の全部 を改正す る規程

につ いて

16.令 和6年 度第3回 評議員会 の招集 にっ いて

3月3日

(第5回)

一

17,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会定款の変更について

18,令 和7年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業計画にっいて

19,令 和7年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会資金収支当初予算にっいて

20,令 和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会資金収支最終補正予算につい

て

21.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会経理規程の一部を改正する規程について

22,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会給与規程の一部を改正する規程にっいて

23,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会役員等の報酬等に関する規程の一部を改

正する規程にっいて

24.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員の費用弁償に関する規程の一部を

改正する規程にっいて

25.役 員等賠償責任保険契約について

26.令 和6年 度第4回 評議員会の招集 にっいて 一

(2)評 議 員会の開催状 況

開催 日 審 議 事 項

6月25日

(第1回)

一

1,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業報告の承認について

2,令 和5年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会会計決算の承認について

3.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会理事の選任について

4.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会監事の選任について
一
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一 一

9月30日
5,令 和6年 度第1次 資金 収支補正 予算について

 

(第2回)
一

12月17日

一

6,令 和6年 度第2次 資金収支補正予算 について

(第3回)
一

7.訪 問看護ステー シ ョンふ じえだの廃止 について

8.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会定款の変更について

9,令 和7年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会事業計画にっいて

10.令 和7年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会資金収支当初予算にっいて
3月19日 ユユ.令和6年 度社会福祉法人藤枝市社会福祉協議会資金収支最終補正予算について

(第4回) 12,社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会役員等の報酬等に関する規程の一部を改

正する規程にっいて

13.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員の費用弁償に関する規程の一部を

改正する規程について一 一

(3)事 業 ・会 計 監 査

令和6年6月3日

令和6年12月24日

令和5年 度社協事業及び会計決算監査

令和6年 度上半期社協事業及び会計監査

(4)法 人改善計画

ア.公 認会計 士 による定期 的なア ドバイス

令和3年12月 に作成 した計画に基づき、公認会計士と顧問契約を結び法人の経理について助

言を受けています。日々の経理業務における疑問点や執行に関するアドバイス等を受けるととも

に、月1回 程度、経理状況の確認を受けています。

(5)地 域福祉活動計画

行政の地域福祉計画とともに、第5次 地域福祉活動計画の進捗管理のために地域福祉活動計画

推進懇話会を市の地域福祉計画推進懇話会とあわせて開催 しました。

ア.地 域福祉活動計画懇話会

【第1回 】

開催 日:令 和6年6月7日

会 場:福 祉センターきすみれ

内 容:令 和5年 度第5次 地域福祉計画及び地域福祉活動計画の事業報告について(市 ・社協)

成年後見制度利用促進基本計画について(市)

第6次 藤枝市地域福祉計画及び地域福祉活動計画の策定について(市)

【第2回 】

開催 日:令 和6年10月2日

会 場:福 祉センターきすみれ

内 容:地 域福祉に関する意向調査(市 民)に ついて

地域福祉に関する意向調査(小 ・中学生)に ついて

地域福祉に関する意向調査(ボ ランティア団体)に っいて

地域福祉に関する意向調査(福 祉施設 ・団体)に ついて
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【第3回 】

開催 日:令 和7年2月21日

会 場:藤 枝市役所

内 容1地 域福祉に関す る意向調査の結果について(市)

成年後見制度利用促進部会の報告(市)

第6次 藤枝市地域福祉計画及び地域福祉活動計画の骨子案について(市)

(6)中 期 経 営 計 画 の 策 定

市社協 の持続可能 な組 織運営 を行 うため、令和6年 度 と令和7年 度 の2年 を策定期間 とし、「地

域福祉 を推進す る中核的 な団体」 と しての使命や経営理念、基本 方針 を明確 に し、その実現 に向

けた取 り組み を示 した中期経 営計画(R8、4月 か らR13,3月 まで)の 策定を職員 で構成す る委員会

によ り進 めています。第3回 目の策 定委員会では 、地域福祉活動計画 の策定 につ いて も検討 しま

した。

【第1回 中期 経営計画策 定委員会 】

開催 日1令 和6年8月14日

内 容1中 期経営計画 の策 定体制 につ いて

中期 経営計画 の策定状況 の共有

意見交換

【第2回 中期経 営計画策 定委員会 】

開催 日1令 和6年8月14日

内 容:中 期経 営計画 の進捗状況 にっ いて

意見交換

【第3回 中期経営計画(地 域福祉活動計画)策 定委員会 】

開催 日:令 和6年12月6日

内 容:地 域福祉 活動計画 の進捗状況 につい て

施策 体系 について

【第4回 中期経営計画策 定委員会 】

開催 日:令 和7年2月26日

内 容:中 期経営計画進捗状況 の報告

主な事業 の洗い 出 し

(7)そ の他

ア.評 議 員選 定委員会の開催状況

開催日 審 議 事 項

6月17日

(第1回)
1.社 会福祉法人藤枝市社会福祉協議会評議員の選任について
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イ.三 役会の開催状況

開催日 審 議 事 項

・第1回 理事会 につ いて

6月4日 ・第1回 評議員選 定委員会 にっ いて

(第1回) ・第1回 評 議員会 にっいて

・第2回 理事会 につ いて

8月8日
・訪問看護 事業 について

 

(第2回)

9月5日
・第3回 理事会 につ いて

(第3回)
・藤枝市共同募金委員会 第1回 運営委員会について

・第2回 評 議員会 にっいて

・第4回 理事会につい て

 

11月25日
・藤枝市共同募金委員会 第2階 運営委員会について

 

(第4回)
・第3回 評 議員会にっいて

2月25日 ・第5回 理 事会 について

(第5回) ・第4回 評議 員会 にっ いて

ウ.福 祉サー ビス苦情解 決事業

広 く皆様からのご意見を伺うため、社協で運営している各施設に意見箱を設置するなどして苦

情等の受け付けをしました。

苦情受付 申出者 苦情内容 結果

電話

口頭

保護者 ・放課後児童クラブ主任指導員の言動について

解決

保護者 ・放課後児童クラブにおける保護者負担金の受領について

利用者 ・ヘルパー利用者 か らの支援 内容 について(3件)

地域役員
・サービス提供中の社協公用車の共同駐車場の利用方法にっ

いて

匿名

・放 課後児童 クラブへ来所 しなかった ときの安否確認 につい

て

利用者家族 ・担 当相談員 の変更の 申出にっいて

利用者 ・福 祉車両破損 の修 理に関す ること

地域役員 ・共同募金について

利用者 ・要 望に対す る苦情

利用者 ・紹介した責任に対する苦情

件数
一

12件
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エ.職 員研修会

職務意識向上 と専門知識を深めるため、県社協や藤枝市などが行 う外部研修へ参加 しました。

主催 内容

県社協 市町社会福祉協議会新任職員研修会

藤枝市

寺 子屋(文 書)、 主査昇格候補者ス トレングス ファイ ンダー研 修

新 任係 長マネ ジメン ト研修 、人財 育成 フォ ロー ア ップ研修

新 規採用職 員接遇力向上研修

外部研修

成年後見制度市町長申立に係る実務研修

藤枝市発達障害者療育支援研修会、障害者虐待防止 ・権利擁護研修、　CSW実 践者養

成研修修了者スキルアップ研修(継 続研修)、相談支援従事者現任研修、相談支援

従事者初任者研修、重度心身障害児(者)対 応看護従事者研修、精神科訪問看護

基本研修、在宅医療部会、緩和ケア検討会、放課後児童支援員認定資格研修、

包括的相談支援体制構築事業人材養成研修、全国福祉教育推進研修、生活支援コ

ーディネーター養成研修、成年後見制度意思決定支援研修、地域包括支援センタ

ー初任者研修、高齢者虐待対応力強化研修、看護技術研修、ターミナルケア研修

会、認知症訪問看護研修

オ.組 織体制 の強化

内部研修

新規採用職員研修会、若手職員研修会、中堅職員研修会、職員研修会

在宅福祉センター衛生委員会、感染症対策研修会、身体拘束 ・虐待防止に関する

全体研修会 等

※その他、各他団体等が主催する委員会の委員として参加

◇◆◇成果◇◆◇

法人を適切に運営するために、役員会の開催や職員の育成を行うことができました。また、法人

改善計画を元に、法人の現状把握や改善方法について専門家から助言を得て、経理面での運営強化

を図りました。

◇◆◇課題◇◆◇

財務の強化を図りながら、地域の福祉を支える職員の確保を進めることが課題となっています。
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